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I　はじめに

　1950年代後半から始まった日本の高度経済成長

と都市化の進展は、工業の急速な発展，すなわち

工業化によるものであった。工業を基軸とした都

市化社会（工業化社会）が形成されていったが，

この新しい杜会形態に対応するために，農業と農

村は大きく変化した1）。それは農業労働力の都市的

産業への吸収，つまり脱農化・兼業化の進展に象

徴され，それに伴う農業就業人口の女性化・老齢

化，さらに農地の潰廃，農村人口の都市への流出

といった農業の後退現象として現われた。一方で

は農業の機械化，施設化，化学化といった農業の

生産性向上を目指した方向も模索された。兼業化

の進展にともなう農業所得の増加は農家の生活水

準を上昇させ，交通条件の発達やモータリゼーシ

ョンの進展とともに農家の生活様式を都市的なも

のへと変化させた。同時に，就業面においては比

較的均一で全体としてまとまりをもっていた農家

からなる伝統的な農村社会は，非農家と農家の混

在，農家の生活様式と農業の変化などによって大

きく変貌した。2度にわたる石油危機を契機に1970

年代後半から，日本経済は低成長期へと移行した

が，このような農業と農村の変貌の様相は基本的

には変わらなかった。

　本報告では工業化社会が形成されていくなかで，

農村地域が自らの自然条件や杜会。経済的条件を

いかに活用して工業化社会に対応した生活形態を

形づくってきたか，その結果どのような特色を持

つようになったかを明らかにすることを目的とし

ている。現在みられる生活形態はその地域に住む

人々が生活水準の向上を指向した結果と考えられ，

集約的な土地資源の活用，それに伴う土地利用と

景観の変化，それに対応する経済活動，さらに新

しい生活組織や生活行動がなど多様な側面を含ん

でいる。それらのうち，本報告では土地利用と景

観，経済活動，社会組織といった3つの側面に着

目し，それぞれを関連づけながら分析していくこ

ととする。

　茨城県南部の鹿島郡波崎町は東京大都市圏の外

縁部にあたり，山本正三ほかによれば農業卓越農村

空間と位置づけられている2〕。波崎町は鹿島灘と

利根川にはさまれた細長い地域で，町域の多くは

崩壊した砂丘砂に被われている。海岸部は新期砂

丘，内陸部は1日期砂丘，そして利根川沿いの地域

は河畔沖積地からなっている3）。波崎町の年平均気

温は15．2℃，年降水量は1，600㎜内外である。全体

として温暖であるが，夏季は比較的乾燥し，7・

8月は湿潤指数が負の値をとる4）。ユ950年代まで

は利根川や鹿島灘によって隔絶されてお「），さら

に乏水性の砂質土壌が卓越するという自然条件の

劣悪さから，漁業を中心とした旧波崎町を除いて後

進農業地域であった。このため，多くの地域で畑

作物は耐早性にすぐれた甘藷・麦類に限られ，稲

作も田面を地下水位に近づけた灌概・排水設備が

ない掘下田で行なわれたため，その生産性は低か

った。その後，1962年の銚子大橋開通やモータリ

ゼーションの進展によって交通面での後進性は克
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服された。さらに，1960年代の拠点開発の到達点

であリ，1970年代の巨大開発の先駆けであった鹿

島臨海工業地帯の開発が1960年代よ｝）進められた。

このいわゆる鹿島開発は東京大都市圏外縁という

位置，広大な用地と霞ヶ浦・北浦の豊富な用水を

利用して，農工両全を開発理念として後進地域か

らの脱出を目指したものであった5）。それは波崎

町の杜会経済に多大な影響を与えた。その一端が

通勤兼業の増大であり，施設園芸農業の発展でも

あった。

　調査地域の松下地区は波崎町のほぽ中央に位置

し，矢田部本村の新田集落である。この地区には

東松下と西松下と呼ばれる2つの区がある。ユ985

年現在、東松下の人口は705人で農家数は66戸，西

松下の人口は466人で農家数は41戸であった。この

地区の申央部は江戸時代に蒲沼と呼ばれた沼地で

あり，その他の部分は高燥な砂質土壌の砂丘地で

あったため近世期まで開拓されなかった。開拓は

1851年（嘉永逸）に現在の押植地区とともに行な

われ，1857年（安政垂）にこの地区の石高は村高

に編入された6）。開拓当初は地曳網漁を生活の基盤

としながら，田畑の開墾をしていった。そのため，

農業は副次的な地位にとどまっていた。入植した

農家は自宅周囲に畑とわずかな掘下田を開き，海

岸砂丘地の後背地であった低平な部分を掘下田に

変え，さらに旧期砂丘を部分的に畑に利用してい

た。明治末期からの地曳網漁の衰退とともに，農

業が生活の重要な基盤となっそいた。明治末期か

ら昭和初期にかけて甘藷・麦類の二毛作と掘下田

における稲作という伝統的な農業経営が形成され

た。その後，甘藷に代わって前述のような乏水性

の砂質土壌が卓越し，温暖であるという自然条件

に適した葉タバコ，千両，若松といった商品作物

が導入された。さらに，ユ970年以降，葉タバコか

ら急激にピーマンの施設園芸への転換がみられ，

東京大都市圏外縁の園芸農業地域を形成してきた。

また，鹿島臨海工業地帯の形成によって雇用機会

が増加したのもこの時期であった。

　以上のように，松下地区は高度経済成長期にお

ける工業化のインパクトを鹿島開発という巨大開

発によって経験した。本報告では農村地域の農家

の生活形態がどのように工業化へ適応し，いかな

る特徴を有しているかを明らかにするために，こ

の松下地区を対象とした。まず，土地利用と景観

の変化について分析する。次に，経済活動の変遷

と現状を主に園芸農業の発展に着目して明らかに

する。さらに，そのような経済活動を行なってい

る農家がどのような生活形態をとり，社会組織を

形成しているかを検討する。そして，松下地区の

生活形態の特徴を歴史的経緯や自然条件，鹿島開

発を始めとする社会・経済的インパクトなど，さ

まざまな要素に着目しながら明らかにしてゆく。

n　土地利用と景観

　本章では，まず松下地区の土地利用の変遷を，

開拓入植期である明治中期までさかのぽってみる。

次に農業的土地利用とその景観について記述し，

さらに，集落景観についてみていくことにする。

　n－1　土地利用の変遷

　ここでは，1884年（明治ユ7）測図の迅速図，1939

年（昭和14）発行の3，OOO分の1の土地宝典，1963

年発行の空中写真，工987年5月の現地調査による

土地利用図7）を利用し，さらに他の資料も参考に

して，開拓入植期以降の松下地区の土地利用の変

化を概観してみよう。

　a、開拓入植期（18㏄年代一9㏄年代初顕）

　第1図は1884年（明治ユ7）測量，2万分の1迅

速図「野尻村」，「須田新田村」図幅の一部を示し

たものである。これによると，明治中期における

松下地区の農業的土地利用は，北東部から東部に

かけての水田，南西部の林地，さらに両者の中間

に家屋と畑が混在する地帯というようにおおまか

に3つに分かれていた。これらの土地利用の差は

一つには自然条件の違いに対応していた。すなわ

ち，砂丘地の中の比較的低湿なところで水田が卓

越してお＾），それらは掘下田と呼ばれ，田面を地

下水面まで掘り下げたものであった。この掘下田

の集中地帯の西側の2～3狐標高の高い場所に家屋

が立地し，その南西部のさらに高い地帯に林地が
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第！図 明治中期の土地利用
（ユ884年測図の迅速図「野尻村」，「須田新田村」による）

広がっていた。また，南西部の林地の中にも面積

の小さい水田が散在していた。これにより，今日

の土地利用の骨格が明治申期にはでき上がってい

たといえる。すなわち，その後林地は開墾されて

大部分が畑に変わったものの，家屋や掘下田は現

在とほぽ同じ場所にすでに存在していた。明治中

期頃の畑では夏作として落花生と甘藷が，冬作と

して大麦，裸麦，小麦が栽培されていた8）。

　2万分のユの迅速図よ｝）10年ほど古い1876年（明

治9）の矢田部村地引絵図を参照すると，松下地

区北東部の水田地帯の中央部にも林地がやや広く

残っていた。これによつ，その後10年間に、残存
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していたこの林地のほとんどが開墾されて，掘下

田になったことがわかる。

　明治中期における家屋の分布をみると，松下地

区の中央部と海岸部に集まっていた。中央部に分

布しているもの（地引絵図によると約50戸）は，

おのおの2～3戸ずつかたまっていたが，全体と

してはかな｝）散村的な形態を示していた。また海

岸から50～ユOOm内陸に入ったところに矢田部濱と

記された30戸程度の集村形態をなす家屋群が認めら

れるが，これは当時行われていた地曳網漁業労働

者として，矢田部本村や他の地域から移住してき

た人々の家屋であった。また砂浜上に約30戸の家

屋が立地していたが，これらは網置き場や作業小

屋であった。

　迅速図にみられる遭路網は，基本的には現在の

ものとほぽ一致している。さらに古い地引絵図を

参照すると，それとも一致することから，江戸時

代末期には既に現在の遭路網ができあがっていた

と考えられる。これらの道路網は，後述する地割

りに沿ったものであった。

　b、商業的燭作拡大期（190⑪年代初頭～1醐年代）

　ユ939年（昭和14）発行の土地宝典をもとにして，

松下地区の土地利用をみてみよう。開拓が行われ

て日が浅い土地利用と比較すると，中央部の散村

形態の家屋の周辺の林地が大部分は畑に転換され

た。またわずかであるが水田に開墾されている。

さらに、南西部に広がっていた林地の一部が開墾

されて畑になった。しかし林地は，薪炭の供給源

や堆肥のための落葉の採取地として重要であった

ため，依然としてかなりの面積を占めており，開

墾された畑の面積はもとの林地に対して30％程度

と少なかった。また西松下北部の海岸沿いの家屋

地帯と掘下田地帯の問は，2mほど標高の高い新

期砂丘であるため、まとまった面積の畑が広がっ

ていた。当時の標準的農家の土地所有を考えると，

宅地に接した場所に掘下［日と畑を持ち，さらに掘

下田の集中地域に掘下田を，やや標高の高い南西

部に畑を所有していた。矢田部村事蹟簿9）による

と，昭和初期における矢田部村の畑では主として

甘藷が生産されていた。その作付面積はユ928年（昭

和3）には138haであり，これは畑の全面積の54％

に相当した。1947年米軍撮影の空中写真を参照す

ると，その後松下地区南西部の林地の畑への転換

はさらに進んでいたことがわかる。これらの畑で

栽培されていた作物は，依然として甘藷が中心で

あって，矢田部村事蹟簿によると，その作付面積

は1950年には，2ユ9haへと拡大した。また落花生の

作付面積はユ947年には31haであり，さらにこの頃

から栽培が始まったタバコの栽培面積は，2haで

あった。これらのことから，昭和10年代になると，

林地は減少し，掘下田と小商品作物栽培を行う畑

からなる土地利用がみられるようになった。

　c、タバコ栽培全盛期（岬0年～19m年頃）

　次にユ963年撮影の空中写真によって1960年代前

半の土地利用をみよう。写真1はそのうち松下地

区の中央部を示したものである。この時期では，

茨城県鹿島地方は，新しく急速に発展をしていた

タバコ産地であったユ0）。その中で松下地区でもタバ

コが主要な作物となった。タバコ栽培が卓越する

ところは，かつての林地の松下地区南西部と，東

部の沿岸部に近い場所であった。また西松下北東

部の掘下田の卓越する地帯の中にも若干のタバコ

畑がみられた。しかし，掘下田を埋め立てて畑に

し，タバコを栽培している例はほとんどなく，甘

藷と落花生の栽培がそのままタバコに転換され，

掘下田は変わらず維持されてきたことがわかる。

　世界農林業センサスで作物の収獲面積をみると，

1960年に松下地区では，稲が69．2ha，麦類。雑穀

が70．6ha，いも類が53．5ha，タバコを含めた工芸

作物が20．3haであった。1960年の時点では，作物

収獲面積（225．6ha）が，経営土地面積（156．7ha）

を上回り，依然として甘藷と麦類の二毛作が行わ

れていた。しかし，前述した1947年のデータと比

較すると，タバコを含めた工芸作物が徐々に増加

していた。

　次にユ970年での作物収穫面積をみると，稲が73．9

ha，いも類が4．ユha，工芸作物が68．5ha，そのっち

タバコが56h＆であった。ユ970年の時点では，麦類

。雑穀がまったく栽培されず，いも類，すなわち

甘藷の収穫面積も激減している。これに対して，
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タバコの収穫面積は急速に増大したu）。同年松下

地区では，144戸の農家のうち，70戸の農家がタバ

コを栽培し，販売金額1位の作物がタバコを含め

た工芸作物である農家は79戸であった。他の資料

王2）や聞き取｝）から判断してユ960年代後半からユ970

年代初頭がタバコ栽培の全盛期と考えられるI3｝。

　またこの頃から，畑の地中にビニールを敷き漏

水を防ぐビニール水田が導入されはじめ，稲の収

穫面積は，1960年から1970年の間にやや増加した。

　d、土地利用の集約化期（1970年頃～）

　ユ987年5月に現地調査を実施し，添付した地図

に示したような松下地区の土地利用図を作成した。

写真2はユ983年の空中写真により松下地区の中央

部を示したものである。まず地割についてみると，

松下地区では土地の一筆の大きさと形態からおお

まかに3つの類型に分類できる。すなわち，長辺

が約70mで短辺が60m弱の平行四辺形をなす地元

で「四反歩ヤマ」と呼ばれるものと，一辺が約40

mの正方形または平行四辺形をなすいわゆる「五

百坪ヤマ」，全く不規則なものの3つの類型である。

この3つの類型の地割のそれぞれの分布をみると，

松下地区の中で大きな地域差があることがわかる。

つま｝）矢田部本村と東松下交差点を結んでいる道

路沿いには，不規則な地割がみられ，さらに南東

側には，四反歩ヤマに近い形の地割が広がってい

る。その道路の北西側には，四反歩ヤマと五百坪

ヤマの地割がともに存在しており，両者の境界は，

県道深芝浜・波崎線から一本南西よりの遭路で、

それより海側が四尽歩ヤマ、内陸側が五百坪ヤマ

と明瞭に分かれている（写真2）。

　1960年代前半と，現在の土地利用の大きな違い

は，宅地近くの普通畑や掘下田が，ピーマンを中

心とした栽培が行われるビニールハウスに変わっ

たことである。宅地近くの畑としては家庭菜園が

残されているにすぎないが，掘下田は維持されて

いるものがみられた。他方，松下地区南西部のか

つてタバコが栽培されていた普通畑地帯のうち，

集落から離れている場所では，ビニール水田が増

加している。つまり，タバコ栽培が行われていた

畑が，農家に近い場所では，ビニールハウスでの

ピーマン栽培に，農家から離れた場所では，ビニ

ール水田での水稲栽培に利用されるようになった

わけである。掘下田集中地帯は存続しているもの

の，部分的にビニールハウスに転換されたり，あ

るいは放棄されているものもあった。また松下地

区の縁辺部では，放棄された普通畑も存在し，そ

れらの中にはすでに林地化したものもある。

　1987年の土地利用調査によると，水稲は掘下田

とビニール水田の双方で栽培されていた。またビ

ニールハウスでは，ピーマン，メロン，キュウリ

およびトマトなどが栽培され，ほかに，普通畑で

はタバコ，千両，若松，落花生および自家用野菜

などが栽培されていた。全体として，ビニールハ

ウスが林立している様子がこの地域を特徴づけて

いる。

　これらの土地利用の変遷をまとめると，開拓入

植からまもない明治初期から明治中期の松下地区

の土地利用は，掘下田と林地，宅地の3つの要素

が重要であった。畑は宅地に周辺にわずかにみら

れたにすぎず，甘藷や麦類が自給的に栽培されて

いた。掘下田では，水不足の被害を受けたり，排

水不良に悩まされ，生産性は低かったI4）。また明

治末期から地曳網漁業が衰退傾向にな’ったことも

あって，松下地区では，耐早性の甘藷や落花生な

どの畑での商品作物の導入が試みられた。このこ

とは，1930年代後半までに，明治中期には松下地

区の土地利用の多くを占めていた林地が，ほとん

ど畑に開墾されていることからも理解される。こ

のようにして，掘下田で水稲栽培が行われ，一方

畑では商品作物と自給的な麦類が栽培されるとい

う松下地区の伝統的な土地利用が形成された。商

品作物としては，その後1950年代から，砂質土壌

に適した黄色種のタバコが導入され，落花生や甘

藷にとってかわった。

　工965年頃以降灌概設備が普及してくると，主に

松下地区の周辺部における多くの畑が，ビニール

水田に転換された。またビニールハウスを用いた

ピーマンを中心とした野菜栽培が導入され，宅地

の周囲の畑や掘下田において，さらには、宅地か

ら離れた畑にもビニールハウスが建設され，施設
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園芸は松下地区の中心的農業経営部門となった。

現在では，ビニール水田やビニールハウスでの耕

作という土地の高度利用が行われてきているが，

その一方で，収益性が低く労力のかかる掘下田や

一部の畑が放棄されて荒地化しているものも目だ

つようになってきた。

　II－2　農業的土地利用と農業景観

　第2図は1987年の土地利用調査に基づいて、お

のおのの土地利用種目ごとの分布を示したもので

ある。これをもとに，松下地区における主要な土

地利用種目である掘下田，ビニール水田，ビニー

ルハウス，普通畑および荒地について，形態や分

布の特徴について述べることにしよう。

　a、掘下顕

　松下地区の水田には，開発の古い掘下田と，19

65年頃から普及したビニール水田がある。第2－

a図はこれら2種類の水田の分布を示したもので

ある。掘下田は土合ヶ原団地を除いたほとんどの

場所でみられるが，特に西松下北部，すなわち西

松下の県道から海側の地域と，波崎ロラン局から

東松下交差点を経て矢田部本村に向かう道路沿い

に特に集中している。一方，東松†の東部や，西

松下の南西部には掘下田が少ない。これらの集中

地域は海岸沿いの新期砂丘の背後に南北に細長く

伸びる松下地区の中では，比較的標高の低い地点

である。

　掘下田の集中地域のうち西松下北部では，掘下

田の規模は画一的で，形は規貝1」的である。すでに

述べた四反歩ヤマの区画をそのまま利用している

ものと，その区画を海岸線に平行に半分に区切っ

て，1つの区画の中に2枚の掘下田がつくられて

いるものがほとんどである。そしてそれぞれの掘

下田は，長辺を北西一南東方向にして整然と配列

されている。しかしなかには「L字形」をしたも

のや四反歩ヤマの区画を海岸線と直角に切ったも

のもある。

　一方，掘下田の集中地域のうちの東松下西部で

は，もとの地割の影響をうけ掘下国の規模はさま

ざまであり，形は不規則である。

　また宅地の周囲にも掘下ロヨがみられるが，その

規模はさまざまであり，形も宅地をとり囲むよう

に「コの字形」になったものから，「L字形」のも

の，かなり細長いものと多様である。

　掘下田は，水田面を30㎝～2m程掘†）下げて地

下水面に近づけるように造成された水田である。

掘下圧1の周囲は「土揚場」と呼ばれる土手で囲ま

れており，そこには，多くの場合黒松が植えられ，

土手の崩壊や風害を防いでいる（写真3）。この土

手の中には3－4mにも達する高いものもある王5）。

　かつての掘下田は，完全な天水田であったが，

現在では揚水機を取り付け，地下水をくみ上げる

ことによって灌概用水を確保している。松下地区

では，地下水面が5～10m程度と高いため，比較

的水が得やすい。また，一見すると掘下田である

が，ビニール水田化されているものもある。掘下

田の道路に近い一角にはゆるい傾斜の斜面が設け

られており，田植機やコンバインを搬入できるよ

うになっている。このように掘下田には比較的管

理がゆきとどいているが，一方，条件の悪いとこ

ろでは放棄されているものもあった。

　b、ビニール水囲

　第2－a図によると，ビニール水田は掘下田の

分布範囲の外側を取りまくように分布している。

さらに詳細にみると，西松下南西部にビニール水

田の集中地域がある。ここはユ960年代まで普通畑

が卓越していたところであり，その後ビニール水

田に転換された。また西松下北部の掘下田地域の

海側では，ビニール水田は列状に分布している。

ここは海岸砂丘に当たる部分でやや標高が高くな

っている。さらに押植地区との境界付近にもビニ

ール水田の集中地域がある。このようにビニール

水田は，掘下田が分布する地域よ｝）もやや標高の

高い地点に分布しているといえる。しかし，すで

に述べた掘下田地域の中心部にも少数ながらビニ

ール水田がある。

　西松下南西部のビニール水田集中地域は，五百

坪ヤマの区画の地域であるが，ここでは，その区

画を2つないし3つ用いて1枚のビニール水田が

つくられている。2つ分の区画に広がるも、のが最
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も多く，なかには3つの区画を用いてL字形をな

しているものもある。一方，海岸部や押植との境

界付近では，ビニール水田の規模は不統一で，形

も不規則なものが多い。四反歩ヤマの区画の地区

では1つの区画の大きさのビニール水田がほとん

どであるが，さらに大きいものもある。

　ビニール水田は，漏水を防ぐために水田の底に

ビニールを敷き，さらに側方にもビニールをコン

クリートの中にいれて固め，造成された水田であ

る玉6）。このビニール水田の造成方法は以下の通りで

ある。まず，畑地や林地を切りはらった場所に1幅

3m深さ45cm程度の溝を掘り，幅6mのポリエチ

レンシートを二つ折‘）にしてその溝の底に敷く。

次いで溝の幅をさらに3m広げ，折りたたんであ

ったビニールを伸ばすとともに，その溝を掘った

土砂を先のシートの上に載せる。そして掘られた

溝の中に，前のシートと30㎝重なるように新たな

シートを敷く。このような作業を続けていくので

ある。圃場の周囲では，ポリエチレンのシートを

45㎝以上余しておき，それを幅8㎝高さ45㎝ほど

のコンクリートの中にいれて固める（写真4）。ブ

ルトーザーなどの土木機械を用いて，ユO　aのビニ

ール水田造成に15～20日かかり，それに要する費

用は約35万円である。

　ビニール水田の水は，地下水を揚水機でくみあ

げることで得られる。一般にビニール水田は掘下

田よ‘）も土地生産性が高いが，最近の農耕機械の

大型化によって地中のポリエチレンシートが破れ

るという不都合な点もある。

　C、ビニ血ルハウス

　松下地区に卓越するビニールハウスでは，主と

してピーマン，メロン，キュウリおよびトマトな

どが栽培されている。中でもピーマンの栽培面積

が最も広く，80％以上を占めている。松下地区内

では，ビニールハウスで栽培される作物による分

布の差異は認められない。

　第2－b図によると，ビニールハウスは，宅地

の近くに立地しているものが多い。また宅地に隣

接する掘下田を’埋め立ててビニールハウスを建て

たものもみられる。つまり施設野菜は，収穫に手

が掛かるほか普段でも十分な管理が必要であるた

め，ビニールハウスを宅地近くに設けることが必

要になるのである。このことは第2－c図のなか

で，普通畑グ松下地区周辺部で卓越していること

と対照的である。さらに南西部の畑地域には，必

ずしも宅地の近くではないがビニールハウスがみ

られる。これは，ピーマンなどの施設野莱の栽培

が拡大され，その面積が増加していることを示し

ている。

　栽培されているピーマンの品種には，「新さきが

け」や「土佐グリーン」などがある。ピーマンの

ビニールハウスには，古くから用いられてきたユ5

尺（4．5m）の鉄パイプを利用して作られた「パイ

プハウス」のほかに，大型の「ガラスハウス」や，

風雨に強いものとして最近導入され始めたヂピポ

ットハウス」と呼ばれる非対称形のものがある。

パイプハウスは高さ約2m，幅約4m長さが20～

30mで，1棟の面積が約30坪となっている。複数

が連ねられた連棟形式のものが多い（写真5）。そ

の数が3棟程度のものから，中には20棟にまでお

よぷものもある。ガラスハウスは面積が250坪と

大型で，骨組みには鉄材が用いられている。松下

地区内のガラスハウスはすべて2連棟であり，冬

季には重油を燃料として加熱される。ピポットハ

ウスは大型のパイプハウスであ予），骨組みが堅牢

で，パイプハウスに比べて風雨に強い。その形が

非対称であることが特徴的であり，面積は100坪程

度のものが多い。ビニールハウスの内部をみると，

ピーマンの枝を上からビニールの紐でつっている

ようすがわかる（写真6）。これは一つの株から枝

を4本にのぱし，それらを別々の紐でつっている

ものである。この作業は定植の20日後に行われ，

誘引と呼ばれている。

　メロンは，松下地区ではピーマンについで多く

栽培されている作物である。品種としては，アム

ス，アンデス，バーディーなどがある。メロンは，

その玉が5cm程度になったときに，形がくずれた

り，水に浸ることを防ぐ目的で，地面との間に発

泡スチロールの板がひかれる。
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　d、普通畑および荒地

　第2－c図によると，普通畑は松下地区の縁辺

部，すなわちビニールハウスの周辺部で卓越し，

家屋からも離れている（第2－b図参照）。これら

の普通畑では，タバコ，千両，若松，落花生およ

び自家用野菜などが栽培されている。

　タバコは，東松下の東部と西部で主に栽培され

ている。現在松下地区のタバコ栽培農家は5軒に

すぎないので，作付地もそれほど多くない。また

それらのタバコ栽培農家は，すべて東松下の農家

であるため，作付地も東松下に多い。タバコ栽培

耕地は，集落から離れた周辺部に多く，全体とし

てみるとタパコ畑は分散している。

　景観的に目につくのは，畑の境に高さユーユ．5m

程度の風よけのために防風ネットが巡らされてい

ることである。この防風ネットの代わりに広葉樹

や麦類が植えられている場合もある。タバコは契

約栽培で生産されるが，定植する際の株間と畝間

が決められている。すなわち，株問42㎝，畝間！！5

cmで整然と植えられ，結果として10a当たりでは

2，070本植えられることになる．栽培品種としては，

仔練的に砂暫十壌に摘1、た苗和」種が栽培されてき

ており，現在では，つくば1号（黄色種第4号）

である。

　千両は特に，東松下西部とそれに隣接した西松

下南西部で多く栽培されているが，その他にも，

西松下北部の掘下田地域の中や東松下東部にもや

やみられる。千両畑の1枚の畑の広さは500坪程度

のものが多くなっている。千両は直射日光のもと

では栽培できないために，全日射量の約30％を受

けるような構造をもつ「ガクヤ」と呼ばれる施設

の中で栽培される工7）。ガクヤは，高さがユ．6～1．7

m程度で，竹を縦に割ったもの（幅が約3－4㎝）

を針金で結び含わせて造われる。なかには葦で造

られているものもみられた。竹はかつては日本の

ものが使用されていたが，現在では価格の安い台

湾のものが用いられるようになってきた。

　荒地は，松下地区の縁辺部にみられ，特に主要

な道路から離れたところに分布している（第2－

d図）。しかし例外として，県道の内陸側に2力所

集中した分布地域がある。荒地の中では，掘下田

の放棄地が半数近くを占めている。これらは，先

に述べた県道沿いの場所，西松下南西部に多く分

布し，さらに西松下北部の掘下田地域のなかにも，

少数ながら掘下印の放棄地がみられる。

　II－3　集落景観と家屋景観

　a、集落景観

　これまで述べてきたように松下地区の土地利用

をおおまかにみると，県遺を中心として散村状に

広がる家屋，その海側の掘下田地帯，および県道

内陸側のビニール水田および普通畑地帯という基

本的形態がみられる。集落内の主要な道路は，集

落のほぽ申央部を北西一南東方向に走る県遺深芝

浜・波崎線（以下，県道と呼ぷ）と，さらにそれ

に平行して海岸沿いを走る道路である（以下，シ

ーサイド道路と呼ぶ）。また，矢田部本村と結ばれ

る道路は2本あり，県道と交差している。そのう

ち南側の道路と県遺の交差点（東松下交差点）に

は松下地区内で唯一の信号がある。

　集落をより詳細にみると，数戸の家屋が密集し

ているところもあるが，全体としては散村形態を

示している。なかでも県道の南西側で家屋の分布

密度が高い。一方，その北東側は低湿地であるた

め掘下田が卓越し家屋密度は低い。この散村形態

の形成の要因としては，水がどこでも得やすかっ

たことと，計画的な開拓によるものということを

あげることができる。波崎ロラン局周辺のかつて

矢田部濱と呼ばれた場所では，集村形態がみら

れる。さらに最近では，鹿島開発による雇用労働

者の増加によって，土合ヶ原団地内とその周辺，

松下地区の縁辺部で住宅が増加しつつある。

　ユ987年の調査時には，県遭の耐則に20軒近くの

商業・サービス業施設が立地していた。飲食店が

5軒，食料品店が3軒，日用雑貨店が2軒あり，また

旅館，自転車店，ガソリンスタンド，タクシー営業

所，理容院，化粧品店および衣料品店などの業種も

みられた。その中でも東松下交差点付近に，半数以

上が集中している。特に飲食店が4軒と多い。対照

的に，シーサイド道路沿いには商・サービス業施設
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高さが15尺（4m55㎝）と決められていた。しか

しその外形はさまざまである。屋根の形は切妻型

と寄棟型の2種類で，前者の方が圧倒的に多い。

屋根の最上部には，いずれの屋根型の乾燥小屋に

も湿気抜きのための窓がある。また高さ3m程度

の壁面から庇を約2m出して（写真7），その庇の

下でタバコの乾燥の準備作業や乾燥後の調理が行

えるようになっているものが多い。さらに乾燥小

屋に隣接して作業場（2階建て）がついているも

のもある。乾燥のための釜が1つの壁面に設置さ

れており，その燃料は，ユ955年頃までは薪，その

後5～6年は石炭，そして1960年頃以降は重油と

変化してきた。

　松下地区の伝統的な母屋をもつ農家はほとんど

カマヤ（写真7）を所有している。母屋の中には

台所がなく，別棟の炊事場，すなわちカマヤで，

台所仕事が行われているのである。古いものは木

造であるが，現在では母屋に接してコンクリート

製のものが建てられている。

　b、家屋景観の事例

　次に松下地区の家屋景観を，施設園芸農家を事

例にして，屋敷地内の付属舎の構成要素および母

屋の間取りからみていくことにする。ここで取り

あげるA農家は水田80。（掘下田50。，ビニール

水田30a），千両10a，ピーマン25aを栽培してい

る松下地区の平均的な農家である。家族構成は，

世帯主（44歳），妻（44歳），父（62歳），母（65歳），

長男（21歳），長女（19歳）の6人である。

　第4－a図はA農家の屋敷地の利用を示したも

のである。屋敷地の中には母屋のほかにカマヤ，

外風呂，外便所といった付属舎があり，いずれも

現在使用されている。またもはや使用されていな

いタバコ乾燥小屋と畜舎がみられる。カマヤは1940

年に建てられた木造のもので，その後屋根はトタン

張りに変えられた。2棟のタバコ乾燥小屋はそれ

ぞれユ952年とユ957年に建てられたコンクリート造

｝）のものである。タバコの乾燥作業の際に使用す

るのに便利なように，外便所が乾燥小屋に付随し

て建てられた。タバコ乾燥小屋は1970年頃まで使

用されていたが，現在は倉庫として利用されてい

1・一一弗1
　　a）宅地の利用

便所 床の間

ヘヤ

（6）

ザシキ

（6）

ヘヤ　　　ヨメベヤ
（5）　（4．5）

　仏壇

　　　　チヤノマ
ザシキ　　　　　イロリ

（1O）　（4．5）

　大黒桂
　　　＼・・

噌入口

　　　　　　　　　　　念　　0　　　　2間
　　」一』一一　　　　　入口
b）母屋の間取り

第在図　A農家の屋敷取リおよび問取り

　　　　（1987年5月の現地調査による）

　　　注）b図の（　）内は畳数を示す。

る。また畜舎では，ユ960年頃まで役牛を飼育して

いたが，現在は物置になっている。このように母

屋のほかに多くの付属舎が存在し，それらが別々

の機能を果していることから，この屋敷地利用は

「多棟分離方式」19）であるといえる。屋敷神は母屋

の裏の鬼門とされている乾（北西）の方向に，ま

た井戸はその対角線上にある縁起の良い巽（南東）

の方向に配置されている。このような屋敷内の付

属舎や諸施設の配置は，かつて松下地区では広く

みられた。しかし，現在はカマヤ，外便所，外風

呂といった付属舎を別棟として設けることが少な

くなり，それらの機能を含む母屋が建てられるよ

うになっている。

　第4－b図は同じA農家の母屋の間取りを示し

たものである。母屋の屋根は寄棟型で，平入りの

直屋である。これは1958年に新築されたもので，
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屋根の材料はコンクリート瓦となっている（写真

8）。それ以前は茅葺屋根の母屋であったが，現在，

建物は残されており，茅葺屋根の上にトタンをか

ぶせ作業小屋として利用されている。現在の母屋

の間取｝）は松下地区でよくみられるものである。

特に，6問取つで。「ザシキ」の奥に仏壇があ十），

さらに玄関から最も奥の「ヘヤ」に床の間がつい

ていることが共通点である。A農家では，「チャノ

マ」にはイロリが残され，かつての「ヨメベヤ」

は長女の個室に，そのとなりの「ヘヤ（5畳）」は

長男の個室になっている。老夫婦は「ヘヤ」と呼

ばれる6畳間で，世帯主夫婦は「ザシキ」と呼ば

れる6畳間で寝起きしている。10畳のザシキと6

畳のザシキは，襖を取り払うと大広間として利用

できる。

　最後に土地利用と景観からみた松下地区の特徴

を第5図のように模式的に整理した。松下地区は

海岸に近い砂丘地帯で，江戸時代の終わり頃から

開拓されて入植し成立した集落である。そのため

地割は規則的である。入植当時は主として掘下田．

が標高の低い新規砂丘後背地と宅地内につくられ

た。その後商品作物経営を行うために，比較的

標高の高いところの林地が畑に開墾された。こ

のように1960年代頃まで，収量の低い掘下田経営

を甘藷・タバコなどの商品作物の栽培で補うとい

った土地利用がなされていた。

　しかし，1960年代の終わり頃から，灌概設備が

整ってくると，かつて低湿地の掘下田でなければ

できなかった水稲耕作が，普通畑を転換して造成

されたビニール水田で可能とな｝），このほうが収

量を高くする、ことができた。さらに商品作物栽培

の経緯をもつ松下地区の農家は，タバコに代えて，

ピーマンの施設園芸を導入した。このように，砂

質土壌と温暖な気候という自然条件を生かしなが

ら，土地の集約的な利用がなされるようになって

きた。その一方で，松下地区の周辺部にある掘下

田や普通畑の中には，放棄され荒地になっている

ところもでてきた。

　集落景観をみると，県道の両側，特に南西側に，

多くのビニールハウスとともに散村形態をなす家

屋群が分布し，そしてその海側には掘下田地帯，

内陸側にはタバコや千両が栽培されている普通畑

とビニール水田がある。さらにシーサイド道路沿

いには集村形態を示す家屋群がある。農家の宅地

をみると，瓦葺の寄棟型の母屋と，多種類の付属

舎が立地してお｝），伝統的な景観を示している。

付属舎の中ではタバコの乾燥小屋が目についたカ㍉

これは，1960年代のタバコ産地の様相を呈してい

る。しかし現在では，本来の目的に利用されず，

多くは作業場や倉庫となっている。

　このように松下地区では農業的土地利用が大半

を占めておリ，景観をみると農村的色彩がいまだ

に強いが，県道沿いには飲食店を申心とした商業

施設が集中しているし，土合ヶ原団地を中心に一

般住宅も増加している。このように，脱農村化の

傾向もみられる。またテニスコートなどの運動施

設や宿泊施設も存在することから，夏季の海水浴

を中心にした観光的色彩もややみられる。

m　経済活動の変遷と実態

　Il1－1　経済活動の変遷

　松下地区の生業の変遷を，農業と農外就業に着

目しながら既存の資料や聞き取りから整理すると

（第6図）20〕，すでに報告された波崎町の須田・川

応舎利といった各地区2i）と基本的には同様な経過

を辿ってきたことがわかる。つまり，この地区の

主要な経済活動は1960年頃までの麦類と甘藷の栽培，

掘下田における稲作を中心にした伝統的生業期，

畑作に葉タバコが，稲作にビニール水田が導入さ

れたユ970年頃までの園芸農業導入期，そして、そ

れ以降の施設園芸の発展と通勤兼業化という三期

に区分される。そこで，以下では各時期の生業を

農業を中心に記述，分析することにしよう。

　a、伝統的生業期（峨0年頃まで）

　開拓当初，生活の基盤であった地曳網漁は潮流

の変化や揚網漁業の導入によって，明治末から衰

退し始め22），第二次世界大戦中とその直後に食料と

肥料の獲得を目的として繁栄したのを最後にまっ

たく消滅してしまった。昭和初期に地曳網漁は東

松下・西松下ともに共同地曳綱漁に代わり，1950

一1五7一



1930　1940　至950　1960　1970　19801985年

麦　類

甘　藷

落花生

タバコ

スイカ

千　繭

若　松

メロン

日雇い

第6図　松下地区における就業変遷と作物種類別収穫面積
　　（『波崎町史料』，農林業センサスおよび聞き取りによる）

年代まで東松下に2か統，西松下に1か統の3か統

が存在した。主な漁獲物はイワシ，アジ，サバなどで，

イワシの一部は浜辺で1ヶ月程干されて干鰯に加工

され，地元で肥料として使用されたが，そのほか

は銚子へ販売された。地曳網漁の他の漁業として

は「ぜな」と呼ばれる蛤かきが行われていた。「ぜ

な」は碁石（白石）の原料となる蛤を採集して貝

殻を碁石に，身は干し蛤にして販売するもので，

ユ930年頃から1950年頃まで鹿島碁貝協同組合とい

う出荷組含を通じて，主に大阪へ販売されていた。

しかし，「ぜな」は副業的な経済活動の域をでなか

った。ユ950年代まで，松下地区では漁業がなお副

業的な地位を占めていた。

　明治末期からの地曳網漁の衰退とともに農業が
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重視されるようになった。この明治末期から昭和

初期にかけて掘下田における稲作に，甘藷，麦類お

よび落花生といった作物が旧期砂丘が開墾された畑

地に導入され，伝統的な農業経営が形成された。

この農業経営は乏水性の砂質土壌が卓越するとい

う自然条件と交通条件に恵まれないという松下地

区の地域条件に規定されていた。つまり，畑作で

は耐早性に優れた作物に栽培が限られ，稲作は田

面を地下水位の付近まで近付けた掘下田で行われ

たのであった。また，利根川沿いの矢田部本村で

は第二次世界大戦前からの物産物であった「砂丘

すいか」が栽培され，水運を利用して銚子などへ

販売されていた。しかし，松下地区は砂丘地で牛

車での運搬が困難であったため導入され得なか

った。1950年頃の伝統的な農業経営の実態をB農

家を事例にみてみよう。この頃のB農家は世帯主

夫婦（夫53歳，妻51歳）と長男夫婦（夫31歳，妻

22歳），それに長男夫婦の子供（1歳）の5人家族

で，農業は世帯主夫婦と長男夫婦の4人で行われ

ていた。農業経営は掘下田における稲作1haと甘

藷と落花生を表作とし，麦類を裏作とした畑作1

haを組み合わせていた。その年間農作業暦をみる

と，稲作は3月末に播種したものを，5月申旬に

帥直し，9月中旬から10月中旬に収穫した。しか

し，掘下田は天水田が多く，渇水時には干害が起

こり，さらに周囲よりも田面が1～2狐程度低

いことから，多雨時には排水不良となった。その

ため，生産性は10aあたり200kg前後と非常に低い

ものであった23）。また，畑作物をみると，麦類は

10月下旬から1ユ月上旬に播種され，大麦は6月上

旬から申旬，小麦は6月中旬から下旬に収穫され

た。麦類は自給的性格が強く，小麦のみが商品作

物であった。落花生は甘藷との輸作作物として適

しており24），労力がかからないということで導入

された。それは5月中旬から下旬に播種され，10

月申旬に収穫された。しかし，地力が低いため収

量はあがらなかった。この時期の基幹畑作物は甘

藷であった。甘藷は5月上旬から下旬に麦の畝問

に植えつけられ，lO月末からユユ月にかけて収穫さ

れた。松下地区の甘藷は主に澱粉と水飴の原料用

であった。鹿行地域での澱粉・水飴製造業の発展

にともなって当地区でも3軒の澱粉工場が建てら

れ，これらの工場への原料供給のため甘藷栽培は

発展していった。明治末期から昭和初期にかけて

の甘藷の主要品種は鹿児島種であった。1930年代

末により多収量の沖縄ユ00号が導入された。第二次

世界大戦直後の食糧増産期には甘藷は澱粉の原料あ

るいは食糧として需要が急増したため，農家に多額

の収益をもたらした。この収益によって土地を購

入して農業経営の規模拡大をはかった｝），家を新

築する農家もあった。しかし，戦後の復興期を経

て我が国経済の高度成長による所得水準の向上に

ともない，農産物の需要状況も変化していくなか

で，相対的に甘藷や麦類の収益性は低下し，1950

年代後半から新たな商品作物が模索され始めた。

　b、園芸農業導入期（榔ト1970年頃）

　甘藷に代わる商品作物として注目されたのは，

砂質土壌という自然条件に適し契約栽培のために

価格が安定していた黄色種の葉タバコであった。

当地区への葉タバコの導入は1950年代であったが，

その後，ユ963年の粗糖の輸入自由化やコーンスター

チの増産による澱粉業が衰退したことを契機とし

て本格化した25）。それは1950年代末からの発動機・

揚水機による畑地灌概に負うところが大きかった。

この時期の農業経営の実態を前述のB農家でみて

みよう。B農家は1955年に甘藷に代わって葉タバ

コを30a導入した。その後，1957年に葉タバコは

60aに拡大され，葉タバコ・落花生・麦類の畑作

と掘下田における稲作を組み含わせた農業経営へ

と移行した。1960年頃の事例農家の葉タバコ栽培

は3月下旬に播種，4月末に定植し，それから7

月初旬までは芽かきと追肥を行い，7月初旬から

8月中旬までに収穫・乾燥を終えるものであった。

そして，9月中旬からユO月中旬に葉の汚れを落と

し等級分けを行う「調理」をしたのち，ユ！月申旬

に宝山地区の鹿島タバコ耕作組合南部支所へ収納

していた。この地区の葉タバコ栽培の普及に大き

な役割を果たしたのが共同乾燥場で，隣組の範囲

で3軒程度の共同出資で1棟の乾燥場が設けられ

た。しかし，個々の農家の労力や経営規模に差異
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第1表 松下地区における農業の動向

年度 1960 ユ970 ユ975 ユ980 王985

項目 実数百分卒 実数百分卒 実数百分卒 実数百分卒 実数百分卒

農総農家 ！44 100．O 13ユ ユOO．O u9 10010 1ユ5 ！00．O 107 ユ00．O

専業農家 75 52．1 44 33．6 ユ7 ユ4．3 38 33．O 39 36，4

家第1種兼業農家 44 3d．5 66 50．4 47 39．5 42 36．5 37 34．6

第2種兼業農家 25 ユ7，4 2ユ 16．0 55 46．2 35 30．4 31 29．0

数施設園芸農家 3 2．3 38 31．9 67 58．3 76 7ユ、O

兼兼業農家 79　100．O 87 100．O 102 100．O 77 100．O 68 ユ00．0

業自営兼業 ユ7　　24．6 10 1ユ．5 19 ユ8．6 8 10，4 13 19．1

類通勤兼業
ユ6 18．4 27 26．5 47 61．0 45 66．2

52　75．4
型臼雇い・出稼ぎ 61 70．1 56 54，9 22 28．6 ！0 14．7

経営耕地（ha） 161，2ユ00，O ユ6ユ．8ユOO．0 130．2ユOO．O ユ06．0100，O u6．5ユ00．0

水　　田 69，2　42．9 74，3　45．9 65，2　50．ユ 60，5　57．1 56，8　48．8

畑　　地 87，2　54．1 87，1　53，8 59，4　45．6 45，5　42．9 59．7　5ユ．2

施設面積 O，3 8．！ ユ6，0 28．7

1戸あたり経営面積（a） u！．9 ！23．5 109．4 92．2 ユ08．9

土地利用卒 1，40 1．OO O．87 O．82 O．56

（各年度の農業センサスにより作成）

があり，共同作業が困難になったことと，その後

のそれぞれの農家で葉タバコ栽培の規模拡大がみ

られたため，次第に個人乾燥へと移り，例えばB

農家では規模を拡大した1957年に個人乾燥へと移

行した。葉タバコの乾燥は重労働であるばかリで

なく，乾燥具合いと火力の調節に絶えず気を付け

ていなければならないため26），乾燥小屋は各農家の

宅地内に建てられた。それがすでに述べたように，

現在の松下地区の家屋景観の重要な構成要素となっ

ている。この他に商品作物として1960年代に導入

されたのが千両であった27）。千両は第二次世界大

戦前から波崎町の特産品であり，松下地区へは舎

利地区から導入されたが，その時期はかなり遅く，

しかも東松下のみに導入された。栽培の普及が遅

れたことや西松下に普及しなかったことの理由の

一つはこの地区が千両栽培のほぽ北限であること

である。さらに，千両は年によっては極めて収益

性が高いものの収穫が不安定であり，タバコより

も多くの投資を必要とすることと，作付後3年目

にして初めて出荷が可能になるために松下地区全

体には普及しなかった。他に，畑作物としてはそ

れ以前の主作物であった甘藷・落花生などがこの

時期においても残存していた。稲作については従

来の掘下田の他にビニール水田が1960年代後半か

ら導入された28）。これはすでに述べたような方法

で造成されるが，水管理・収量の両面で掘下田よ

りも優れているため畑地や林地が広範に転換され

た。特に，10a当り収量はビニール水田では480～

600kgであるのに対して，掘下田は化学肥料の普

及とともに360～420kgへと上昇したものの，その

差は非常に大きかった。

　以上のような園芸農業の導入は，ユ950年代末か

らの発動機や揚水機による畑地灌概とビニールと

いった農業資材の普及や農業技術の向上によって，

砂質土壌という自然条件を有効に活用し始めたと

いえる。それにはヱ962年に開通した銚子大橋によ

る交通条件の改善，つまリ輸送経路の確立も大い

に寄与していた。しかしながら，なお農業だけで

生計をたてることができず，ユ1月中旬から翌年の

3月までの農閑期に，1950年代から1960年代前半

まで東京・川1崎などへ土木労務者として出稼ぎに

いくものもいた。このため，ユ960年の松下地区の

専業農家率は52．1％と波崎町全体よ一）も約ユ210％

も低く，そのぶん第1種兼業農家の割合が高かっ
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た（第！表）。

　C。施設園芸1通勤兼業期（1970年以降）

　葉タバコは収穫・乾燥に多くの労働力を要する

労働集約的な作物である。そのため，この地区の

タバコ栽培農家は自家労働力の不足を雇用労働力

で補って経営を成｝）立たせてきた。そのようなタ

バコ栽培に大きな影響を与えたのが鹿島開発であ

った29）。ユ960年代勅・らの工場建設・楳業開始にと

もなう就業機会の増加は松下地区においても脱

農化と兼業化を進行させた。1960年に52．1％で

あった専業農家率は，日雇い・季節労働に従事

する第1種兼業農家が増加した1970年に33．6％，

恒常的勤務に従事する第2種兼業農家が増加した

1975年にはヱ4．3％へと急減した（第1表）。この

ため，タバコ栽培農家の経営基盤であった雇用

労働力の減少と経営主自身の兼業化によって，

中り』・規模農家を中心としてタバコ栽培を中止

する例が増え始めた。例えば。B農家では1970

年から1977年まで土木労務者として鹿島の工場

建設に従事し，兼業後2年目の1972年に施設園芸

を導入している。この兼業化の進展はユ970年頃か

ら始まったモータリゼーションによる交通手段の

獲得とそれに伴う通勤圏の拡大と大いに関係して
いた30）。

　1960年代後半には基幹労働力である世帯主・後

継者が鹿島開発の建設工事に従事したり，工場に

勤務したりして農外就業に流出したが，小面積で

収益のあがる施設ピーマン栽培が導入され，残さ

れた婦人労働力がこれに向けられた。松下地区に

おけるピーマン栽培は先進地であった須田地区な

どの影響で1960年頃に始まった。初期には工一ス

という品種がビニールトンネルで栽培されていた

が，1970年頃までは全体の栽培面積も少なく，個

人出荷が行われていたにすぎなかった。1970年代

に入り，パイプハウスによる栽培が広く普及し，

任意の出荷組含も組織されるまでになった。それ

は1970年に波崎町がピーマンの国の野莱指定産地

とな｝）、鹿島開発による交通条件の改善によって

東京大都市圏外縁という位置特性を有効に活用す

ることができたことも関係していた31〕。その頃の

ピーマン栽培は3月下旬に定植され，4月下旬か

ら年内までを収穫期とする1年1作であった。そ

の後，単棟ハウスから連棟ハウスヘという施設の

大型化とともにピーマンの作付体系も変化し，ピ

ーマンの半促成・抑制栽培とメロン・トマト・キ

ュウリなどの作物を組み合わせるなど多様化して

いった。松下地区の施設面積はユ970年のO，3haか

ら，1980年には約15haへと急増した。また，施設

園芸農家率は1980年に過半数を越えてその後も増

加し続けている（第1表）。施設園芸の他に東松下

の一部の農家が葉タバコあるいは千両を経営の主

体にしている。松下地区全体では以上のような畑

作物と掘下田・ビニール水田における稲作とが組

み合わせられた農業経営が行われている。しかし，

水稲の生産調整のために，掘下田の中でも条件の

悪いものの作付が放棄されている。

　以上のように，この時期には鹿島開発の影響で

兼業化，特に通勤兼業化が進行する一方，農業に

おいてはタバコの衰退に代わってピーマンを主体

とする施設園芸が発達するという大きな変化がみ

られ，現在に至っている。

　n1－2　農業経営の諸類型とその特徴

　a、農業経當の概要

　松下地区の農業経営を1985年の農業センサスで

みてみると（第1表），総農家数はユ07戸で，そのう

ち専業農家は39戸，第1種兼業農家は37戸と主に

農業に依存する農家が7！10％を占めている。総経

営面積は116．5haで，一戸当りの経営規模はユ08，9a

である。施設園芸農家は全農家の71．O％を，収入

第1位部門が施設園芸である農家は74．7％を占め

ている。施設園芸面積は28．7haで全畑地面積の48．O

％を占め，収穫面積では稲の48．53haについで第2

位の地位（28．72ha）にある。施設園芸の規模は年

々拡大され，ユ985年には一戸当十）37．8aに達した。

このように集約的土地利用が進行する一方で，全

体の土地利用率はユ970年のユ．OOから，ユ975年には

O，87とな一）、ユ985年にはO．56へと低下し，現在で

は多くの耕作放棄地・休耕地がみられるようにな

った。
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第2表 松下地区における農家の農業経営類型

専兼業

作物
専業安定 後継ぎ兼業 不安定兼業 安定兼業 高齢者 計

稲　　　作 ユ ユ1 12（1ユ．4）

タ　バ　コ 3 2 5（4，8）

千　　　両 6 3 2 1 ユ2（ユユ．4）

施設園芸 28 28 3 ユ6 1 76（72．4）

計 37（35，2） 31（29．5） 8（7．6） 28（26．7） 1（1．0） 105（ユOO，O）

（ユ986年茨城県農業基本調査および聞き取り調査によリ作成）

　ところで，松下地区内部でも東松下と西松下と

では農業経営に若干の差異がみられる。東松下は

専業農家率が西松下よ｝）も高く，また第2種兼業

農家卒もやや高い。経営規模においてはあまり差

異はみられないが，土地利用においては東松下が

粗放的であるのに対して西松下は集約的である。

つまり，西松下の施設園芸農家率は75．6％と東松

下の6812％よりも高く，施設一戸当りの経営規模

も53．8aとほぽ東松下の26．7＆の2倍である。逆

に，土地利用率は東松下がO．65であるのに対して，

西松下はO．44とかなり低い。これは，西松下が施

設園芸一に集中的に労力を投下するため，かえって

多くの耕作を放棄せざるを得ない状況にあること

を反映している。

　b、農業経當の諸類型

　松下地区の主要な農業経営部門としては稲作・

タバコ・千両・施設園芸の4つがあり，各農家で

最も重要な経営部門に基づいて，．稲作農家，タバ

コ農家，千両農家，施設園芸農家に分類した。こ

の4類型と就業形態との関連をみたのが第2表で

ある。ここで専業安定型農家とは世帯主・後継者

ともに農業に従事している農家で，施設園芸農家

を中心にタバコ・千両農家で全体の91．4％を占め，

稲作農家がみられないのが特徴である。後継ぎ兼

業型は世帯主夫婦は農業に，後継者は農外就業に

従事している場含で，専業安定型とその構成は同

じ傾向を示している。安定兼業型は世帯主。後継

者ともに恒常的勤務先をもつ在宅通勤農家で，農

業は世帯主夫婦によって営まれている。この安定

兼業型は稲作農家と施設園芸農家で占められてい

る。不安定兼業型は世帯主が日雇い。出稼ぎとい

った臨時的労働に従事し，後継者は農外就業につ

き，農業は世帯主夫婦によって営まれている農家

である。この型は全体の7．6％を占めているに過ぎ

ない。高齢者型は65歳以上の世帯主夫婦によって

農業が営まれている場含である（第2表）。

　C、各経當類型の事例

　それではそれぞれの類型の農業経営はどのよう

な実態を持っているのであろうか。農業経営の変

遷，年間栽培暦，耕地所有などの状況を，事例農

家を取り上げることによって検討していく。

　施設園芸農家　　松下地区の施設園芸農家は76

戸で全農家の72．4％を占めている。その主要作物

はピーマンであり，それにメロン・トマトが組み

合わせられている。その経営の実態を前述したB

農家でみていく。B農家は老夫婦（夫68歳，妻59

歳）と若夫婦（夫38歳，妻39歳）とその子供二人

の6人家族で，ピーマンを中心とする施設園芸60

aと水田200a（掘下田120a，ビニール水田80＆）

を経営する専業安定型農家である。

　施設園芸導入以前の農業経営は前述したように，

第二次世界大戦前からの甘藷）」・麦の畑作（ユha）

と掘下田（！ha）における稲作の組み合わせとい

う伝統的な経営は，ユ955年に甘藷に代わって葉タ

バコが導入されて変化した。1960年代中頃に葉タ

バコ栽培は最盛期を迎えて1．5haに拡大され，掘

下田における稲作，それに農閑期の出稼ぎによっ

て生計がたてられていた。その後，1970年から鹿

島臨海工業地帯の工場建設に従事する一方，1972

年に収益性が高いという理由からビニールハウス

20aが導入され，ピーマン栽培が開始された。そ

のため，タバコの作付は70aに減少され、残つ60
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1　23　4　5　6　7　8　9ユ0uヱ2月
稲作農家（E）

播種田植え 収穫
稲

タバコ農家

　　（D）

播種　臼ヨ植え 収穫
稲

播種。仮植定植下葉かき摘心芽かき収穫・乾燥
　　　　　タバコ
出荷

施設園芸農家

　　　（B）

大型ハウス
播種田才直え 収穫

定植整枝・誘引

パイプハウス

播種　　定植

収穫

花つけ　　　収穫

　仮植
播種　定植

播種　　定植整枝・誘引 収穫

　　　　　稲

は＿ピーマン
播種　鉢あげ　　半促成

　　　　　　キュウり
収穫

　　　　　騒アムス
　　　　播種　　メロン

　　　　ピーマン抑制

千両農家（C）

播種田植え 収穫

播種 （発芽）

稲

千両！年冒

移植 収穫・出荷（鎌）

（土壌消毒） 勢定本圃移植　　芽とり　　（消　毒） 収穫・出荷（初切）

勢定 芽と＾） 収穫・出荷（盛り）

勢定 茅とリ 収穫・出荷（本盛リ）

2年目

3年昌

4年目

5年目

播種 （発茅）

（消毒年に6～7回・除革）

若松1年富

土壌消毒定植

（消毒年に6～7回 除草）

2年目

（消毒年に6～7固・除草）

　　　　　　　3年目収穫・出荷

　　　　　　4年目収穫・出荷

第7図 各事例農家の年間栽培暦

（ユ987年5月の現地調査による）

aの畑はビニール水田に転換された。そして，ユ975

年にタバコ栽培を中止し，現在の経営体系へ移行

した。同じ年に施設園芸の拡大のために冬季の鹿

島での日雇いを止め，さらにユ976年に県と町の利

子補給による近代化貸金を利用してボイラーを二

基を備えた越冬用の加温大型ハウス20aを導入し

て現在に至っている32）。

　B農家の年間栽培暦から（第7図），ピーマン栽

培がB農家の農業経営の申心を占め，それにキュ

ウリ・メロン栽培と省力的な水稲作が付随的に行

われていることがわかる。大型ハウスのピーマン

栽培は半促成栽培で，u月5日に播種したものを

ユ2月10日頃針あげし，1月23日に株間50㎝で一棟に

1，OOO本定植する。この準備として本圃では，12月

下旬に塩化メチルを10a当り50kg投入して土壌消

毒が行われ，！月上旬に10a当り窒素30kg，燐酸
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麗魏B事例農家　B～E各事例農家の宅地

匿藪C事例農家☆借地

旺E　D事例農家

囮E事例農家

・駿

C
富

圏施設園芸目掘下田

鰯千　両　　圧臼ビニール水囲

囮若松　　囲荒地
駆覇タバコ

0　　　　　　　　　　　1k㎜

第8図　各事例農家の耕地所有状況と栽培作物
　　　　（1985年5月聞き取｝）による）

40kg，カリ30kg，牛ふん2tの元肥が投入される。

本圃定植後，2月上旬に「糸つり」と呼ばれる整

枝。誘引が行われる。これは苗がたおれないよう

に，凧糸で4本の主枝をU字型に釣り上げ，他の

側枝は1～2回収穫した後摘心してしまう作業で

ある。3月初旬から7月中旬まで収穫期を迎え，

この間3月から入梅までは15日に1回程度，その

後は5日に1回程度の消毒や追肥の作業が続けら

れる。この大型ハウスによる半促成栽培では，11

月20日頃から3月一杯まで加温して霜に備えるた

め，早期に定植できるという有利性がある。これ

に対して，加温施設を持たないパイプハウスのピ

ーマン栽培は抑制栽培で，4月ユO～15日の播種の

後，半促成栽培と同じ作業を経て7月20日～12月ユO

日の収穫期を迎える。ピーマンの品種は昨年まで

「ニューフェイス・土佐グリーンB」であったが，

今年から「新さきがけ2号・土佐かつら」に波崎

町全体が統一された。ピーマンの半促成・抑制栽

培にはそれぞれキュウリとアムスメロンが組み合

わせられているが，キュウリは3年前に，アムス

メロンは6年前に導入された。大型ハウスヘのキ

ュウリの導入はピーマンの価格が低下した反面，

加温用の重油が高騰したこと，キュウリはウリ科

で連作を嫌うナス科のピーマンとの輪作に適して

おり，クリスマス頃の価格がよかったためであっ

た。パイプハウスヘのアムスメロンの導入は，そ

れまでの秋メロンのアールスからの転換で，その

理由は春メロンの収穫期にあたる5月！0日から6

月15日頃が高価格であるためであった。また，こ

の春メロンの収穫が始まる5月初旬に田植は終

わ｝），キュウリの収穫が始まる前の9月初旬から

中旬に稲刈1）が行われる。このように、各作物相’
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めという理由からである。すなわち，千両の収穫期

は1ユ月25日からユ2月15日のうち10日程度で，この時

期に特に多くの労働力を必要とするため，C農家

では地区内のピーマン農家の婦人を延べ300人夫

程度雇用している。しかし，ユO日間という短期に

かぎると必要労働力を集めるのが困難なため，若

松の収穫期の1ヶ月余りを併せることで雇用期間

を延長しながら労働力を確保しているのである。

この農家では東京の2つの市場へ出荷している。

千両は実の輸数と着花数で特から3等までの4階

級に，若松も丈・枝張・剣で1等から空木までの

4階級を基準に選別されて出荷される33）。

　タバ蔓栽培農家　　かつての基幹畑作物であった

タバコは現在5戸の農家で主作物となっている。

それらの農家のうち3戸が専業農家で，残つの2

戸が不安定兼業農家である。ここで取り上げるD

農家は世帯主夫婦（夫44歳，妻40歳），叔父夫婦（叔

父56歳，その妻63歳）と祖母（80歳），世帯主の子

供（長男17歳，次男16歳）の7人家族である。こ

の内，世帯主・叔父夫婦の4人で，水田40aとタ

バコ220aを栽培している専業安定型農家である。

　タバコは契約栽培で生産され，毎年2月頃に栽

培耕地面積によって麻生町にある麻生タバコ耕作

組合（組含員数400人）を通して，日本たばこ産

業株式会社と契約が結ばれる。品種は会社から指

定され，現在は連作から生ずるモザイク病に強い

「つくば1号（黄色種第4号）」が栽培されている。

　奉例農家のタバコの年間栽培暦を第7図でみて

みよう。タバコは2月中旬に播種され，3月中旬

に仮植，そして10aあたり2，070本が4月初旬に定

植される。本圃一ρ準備としてはユ1月下旬から3月

下旬の間に天地返し，整地，および土壌消毒が行

われる。定植後，5月中旬から消毒が，5月下旬

に「下葉かき」と呼ばれる作業が行られる。これ

は上部の葉に多くの栄養がいくように，下部の葉

を取るものである。そして，6月上旬に摘心とわ

き芽を摘み取る「芽かき」が行われ，6月下旬か

らの収穫・乾燥を迎える。一本のタバコの茎には

下から順に3枚ずつ下葉。申葉・合葉・本葉・上葉・

天葉と呼ばれるユ8枚の葉がつ、く。葉は下から上へ完

熟していくため，収穫は一定の期間をおいて6月

下旬に下葉から始まり，8月中旬に終了する。収

穫は早朝に家族4人でバルク型乾燥機一台の能力

に応じた50a分の葉（約2t）が取られる。収穫

された葉はバインダーに挾み込まれ，乾燥機の

中に入れられる。現在の乾燥機は灯油を燃料にし

て温度と湿度を自動的に調節するコンテナ形式の

も．ので，かつてのような乾燥時の重労働は必要で

はない。それでも1度の乾燥には4昼夜かかる。

乾燥機の大きさは高さ・幅とも2mで，奥行きは

4mである。D農家はこの乾燥機を5台所有して

いる。乾燥ののち。葉の汚れた部分を除去して，

それを等級別に選別する作業，すなわち調理が行

われる。こうして選別された葉タバコは等級毎に

35～40k9単位で梱包されて出荷される。

　D農家の耕地の所有状況をみると（第8図），海

岸部に位置する宅地の周りは掘下田とビニール水

田に利用され，タバコは宅地から離れた県道の西

側の耕地で栽培されている。宅地付近と土合ヶ原

団地の耕地を除いて，松下地区内のH建設会社な

どからの借地である。タバコ作が地区全体で衰退

していった中で，D農家が意欲的にタバコ栽培を

存統し続けてきたのは葉タバコの価格が近年安定

してお｝），労働力のピークが夏場のみであるため

である。そして，D農家では借地をすることで葉

タバコの経営規模を拡大して，生産性を高めて栽

培を維持してきたのであった。

　稲作農家　　稲作農家はユ2戸で，恒常的勤務先

を持った安定兼業型農家がほとんどである。ここ

で取｝）上げるE農家は自営業の大工を行う第2種

兼業農家で，宅地の周辺200～400mの範囲内の

3ヵ所にビニール水田55aを所有している（第8
図）。

　E農家の農業従事者は59歳の女性のみで，農協

を通じて波1崎町農業機械銀行へ主要な稲作作業を

委託している34）。作業委託の開始は土合ヶ原団地の

建設の際に，畑地をアパートに転用したことを契

機としていた。E農家は6月から8月にかけての

水管理と除草を行うのみである。水管理はそれぞ

れ各ビニール水田に設置されている動カポンプを
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動かして5～10日に一度給水する。委託している

作業は4月下旬の耕起と5月上旬の田植，6月の

薬剤散布，9月の刈入れである。収穫された米は

玄米の形で，E農家に届けられる。作業の委託料

はE農家から農協に振｝）込まれ，農協から受託農

家に支払われる。稲作農家では恒常的勤務や自営

業に就きながら，飯米を目的として稲作を続けて

いることが多く，非常に小規模な経営のものがほ

とんどである。また，このような農家の多くは東

松下に分布している。

　以上の各事例の実態を踏まえて，農業経営類型

と専・兼業類型との関連を検討していく（第2表）。

専・兼業類型において，専業安定型農家が35，2％

を占め，後継ぎ兼業と安定兼業が多いことが特徴

である。農業経営類型において，松下地区は前述

したような農業経営の変遷を反映して施設園芸

農家が全体の72．4％と卓越している。1960年代の

基幹作物であったタバコ農家は5戸にすぎない。

その申で，稲作農家が12戸と千両農家と同数を占

めている。施設園芸農家は専業安定型と後継ぎ兼

業型，安定兼業型の3類型の占める割合が高い。

タバコ農家は専業安定型と不安定兼業型に2分され

ている。また，稲作農家は恒常的勤務先をもった安

定兼業型がほとんどである。このような専・兼業類

型は各農業類型とそれに属する農家の樹敦を反映し

ている。安定兼業型に特化している稲作農家は概し

て経営規模が小さく，経営耕地面積が80a以下の

農家が8戸と全体の66．7％を占め，畑地を所有し

ていない農家が多かった。このため，鹿島開発に

よって工業化が進行すると安定兼業化し，飯米確

保のために稲作だけを続けてきたのである。これ

に対して，タバコ農家と千両農家の経営規模は大

きい。タバコ農家は経営耕地面積が1戸を除いて

すべて140a以上であ｝），千両農家も2戸を除いて

同様である。ただ，施設園芸農家は経営耕地面積

が大規模とか小規模に偏ることはなかった。タバ

コ栽培は大規模経営によって高い収益をあげるこ

とができ，農家の所有耕地が経営に大きく作用し

ている。そのため，松下地区全体が施設園芸農家

に変化していく過程で，小規模経営農家は施設園

芸を導入し，D事例農家のような大規模経営農家

の一部がタバコの経営を存続したのであった。た

だ，現在は改善されつつあるとはいえ，タバコ栽

培は乾燥に多大な労力を要することも施設園芸へ

という変化の要因であった。また，タバコ農家の

場合には冬が農閑期になるために日雇いを中心に

した不安定兼業型になることが多い。千両農家が

松下地区全体が施設園芸農家に変化していくなか

で存続している理由はその収益性の高さであろう。

施設園芸農家では大規模経営農家は専業安定型に，

小規模経営農家は後継ぎ兼業型か安定兼業型に該

当することが多かった。そのような小規模経営農

家は水田を所有せず，畑地のみを所有していると

いう特徴があった。

　ところで，松下地区は他の地域と比較して専業

農家が多いことが特徴であったが，それでも恒常

的勤務者のいる農家が全体の56．2％を占めている。

以下では，このことについてもう少し検討しよう。

　亘Iト3　農家の就業構造

　農業センサスによれば（第1表），松下地区では

ユ975年まで専業農家が減少する一方で，兼業農家

が増加し続けた。兼業の内容も1970年までが日雇

い・出稼ぎを中心とした第1種兼業農家の増加で

あったが，ユ975年からは恒常的勤務を中心とした

第2種兼業農家の拡大であった。1980年と75年を比

較すると，ユ980年になると専業農家が増加している

ことと，通勤兼業農家が過半数を越えていることが

糊敦的である。この様な松下地区の就業形態の変化

は地区の農業の変化と大いに関係していた。そこで，

このような松下地区の就業形態の変化を事例農家で

検討していきたい。F事例農家は世帯主夫婦・長男

ともに農業に従事する専業安定型農家で，ピーマン

を中心とした施設園芸を行っている。ユ970年までは

畑作のタバコと掘下田での稲作を組み含わせた農業

に，農閑期の冬期に東京・川崎などで出稼ぎを行って

いた。ところが，1970年に鹿島臨海工業地帯の工

場を建設していた若松地区の親戚の建設会杜に世

帯主が就職したため，それまでの生業形態は崩れ

てしまった。農業ではタバコ栽培が中止され，世
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第9図　松下地区の農家の恒常的勤務先

　　　　（ユ987年5月聞き取1）による）

帯主主婦によって小面積で収益の上がるものとし

て10＆のビニールハウスが建てられ、ビーマン栽

培が開始された。1972年に世帯主が建設会杜を退

職し，農業に戻るとともにピーマン栽培は40aに

拡大された。このように，鹿島開発による就業機

会の増加は松下地区においても農業からの基幹労

働力の流出をもたらし，残された婦人労働力でも

収益をあげることのできる施設園芸が導入された

のであった。そして，工場建設が一段落すると再

び基幹労働力は農業に復帰して専業農家の増加を

みたが，後継者を中心とする通勤兼業化の進展に

よって通勤兼業農家も増加したのであった。

　そこで，松下地区の農家の就業形態を聞き取り

から示したのが第3表である。専業農家は38戸で，

3世代に渡って農業を営んでいる農家は7戸にす

ぎない。後継者のいない農家が過半数を占め，農

業の老齢化の一端がうかがえる。また，兼業農家

は全体で68戸で，そのうち後継者が恒常的な勤務

先をもつ農家が3！戸を数える。一方、「農業十非恒

常的雇用」に該当する農家は8戸で世帯主が建設

会社の日雇いなどに従事している。また，ヂ農業十

第3表松下地区における農家の就業形態

注）○1農業従事、△：農業十恒常的勤務

　X：恒常的勤務
　　（1987年5月の聞き取I）による）

自営業」に該当する農家は19戸にものぽり，大工，

左官，工務店および食堂などを兼業としている。農

家の恒常的勤務者は，全体としてユO～30歳代が主体

であり、その多くは鹿島臨海工業地帯に勤務して

いる（第9図）。また，松下地区・波崎町内の勤務

先は男性の場合は建設会社が多く，女性は病院，

農協職員などであった。現在の松下地区の農外就

業は鹿島臨海工業地帯の形成とともに，日雇いと

いった非恒常的労働から恒常的労働へと変化し，

それとともに世帯主から後継者へと兼業主体も変

化してきた。

　以上，松下地区の主要な生業である農業につい

て記述した。現在のような施設園芸農業が発達す

るまで，大きく二つの時期を経てきたことがわか

った。それは灌概施設が整っていなかった頃に，

耐早性に優れていた甘藷を基幹作物とし，掘下田

による稲作を組み合わせるという伝統的農業の時

期と，甘藷の衰退とともに価格が安定し砂質土壌

に適した黄色種のタバコが導入され，畑地がビニ

ール水田へと転換された時期であった。このタバ

コ栽培とビニール水田の導入は畑地灌概や農業資

材の普及とともに，銚子大橋開通による隔絶され

た交通条件の緩和も大きく作用していた。その後，

鹿島開発による工場建設と工場の操業にともなう

■128一



,,i;+-,i'~~~~~*~~)i~~"jJDi~~~~~='T'･･'A}~**)JJ~)J)J ~)~~;~hi)1+LtLI ~ ~ ~~7~ 

L, ~fL~*~~~}~~ /:'~~" Ck~--,--"==~~~~Jt~:~)t~-?:/~~~~~---" 

~ '.*~)~~tLCv+. f._-. ~ttl~~7'J'"~:[il~i~~ v+ ~ ~~~ 

~~~~~+f+~~;~r･~~･~'~f~i~~> L, p~)~~~~*j7J~)J)~1i~ ~ . C ~ 4~~;~ 

~)~)~+~~;~~-~)~~:~~'+~~~'~ - 7t. ~(7)~ ~ f:'y~-~;~~ 

'~'ui'*~~I ~~~I~ift~)fc, t~･Icilitil~-UfFI(7)T_~~'~~~f..- ~ 

~ }c, ~~;fs~~y,J･Ji~ I~~~~'/J'I11~i~;11TJj)~(~~'~~f~~~{~~~; 

-)~･･~7 ;z,~*, ?~;~~~~~'~~)~~" ~p~1*!t~;1lf~~trw ~)~J ~) j~ ~~-

TD~:~*~L]~~~+~~Lft. ~~)~ ~ i~, ~~L~'7+T~t~:rj~~~)~;~~ 

l~~y'J'tL~iu~~ v~ ~ ~~~~~f~+f~f~ J~c~ < 2SI;ef~ ~LC ~ ft 

~+, ~}~~~~if~)=~i~~~~ ~ ~ }c~fL~~~~~-i~lv~~> L 

f~:~+~ ~~:~~~t~c~1~~~~~- ~ ･~~･･*,,~~ L C ~ ft ~ v~ ;~ ~ 

~ . ~~)~~l~"*~'I~~~:~;r7f~=5l~ ~ v~ ~ ~i,i~'~f~~~r~i~(~~) 

~ ~･~~ h }c~ ~~~~~(L(7)i~~!~;~~~~fL~:~*, ~ 

~) f~~~..51~:< i~ ~ ~) '=*'･~c･i~:~~~~~~~~+f~~)~L~~~ ~ ~~ L C ~~:~~:,k~~TfT 

~l~h,'f,~~ ~ v~ ~ 4~-*lLi~i* ~~ 4~'~;*~iC ~IJFB L ft~~l*..~~.･'~~:~'~ 

. ft. 

IV *･~~'~¥Tt~;~:C:~5Ct ~~:;~~~i~~~~~;~~?~1 

~ ~ C'I~, ~:L:*~Ti~~:}c:~3}f~ ~ ~ ~'~ t~-iki~~+~i 

~~itr)v~C~i~, i~i~,~="~i,~',~ ~ ~~i~.~~5 ~ (J~fiE~~~),~+~I* 

r~1~____~:t~~i7~~T~~~li Ov+C ~7.=_7l~~L, ;~~)f'~~, i 

~ff~~~~~{~,~'~i~-~~~~)~:f~Ui ~ ･C~i7~~T~JJ~)~~~~.~~** 

~~?f~' ~ . 

IV= I ~:;~:~~~i~~ 

a. ~;~}~fl~~ 

?~!~lII~~l~55~)~:I~')J*it ~ tt ~ . ~:I~mT~> ~ ~)~ 

~~~fji~~;}Cf~;~:~L, i~;}Cfi"'I~:~)~~~~~mTI f~~;~~ 

~7~,~>'~i,~'~C~)~. ~･'.+T~th~:i~, V~f~~~+T ' ~~!:~･^.T~) 

[11)~)~:iC'77*}t~rL~. ~fL~'tL~)~:iCl~. ~:~:, 

"'~~'---'"~J~:. ~~:~:4~SB:, ~iE~~~~~~5~()~~~~--'~'=･~"~~~~J~!~!=.~)~L~~" 

~i.~+i~*~>rLCv+ ~*'). ~:J~:~, '-'"~"--""~~:, ~:J~~:4t~~~3~ (~' 

['**~~~*~~~i~~F I ~~i ~', fl~~i~F~**_~~i7i~:~l,',fT.-~v~C I ip~:' 

~) ~. ~~~~""-"-'.-."~~;J~i.i~f'~~' i~t~l'i=~> ~ I A~~l)i.__*='~~~ 

tt~ . ~:~)~"----"~~t~1~~~li~ I ~~<~4Ui(]~ty:,?fi~'~*~~~-- ~O L 

C~Thtt;~~~:^~~~~'. Ji~~~)(~~i~ ~ ~ (7)~~i~~;.__~~:dll 

;~i~"~~~iCf~, ~~n~t-'~)~~~~~4x~j~~~ f~~~ tL~ 

R ~~i~~T~: 

~ ~:~~~T~~ 

o
 

1 km 

~~IO~I ~**.TiLh~:iC:~}3i~~Jil(~)'77*;~T 

(1987~p 5 ~ (7) f~:~ ~ ~~ t) j~ ~ ~ ) 

~:i~ EEI ~~~~~~)i~*,_~~~~ ~~ r)j(:~･C, J)l}c 

~m･)7*~rL~. V~~:!~*~T~:i~ 4~il, ~:~:!~+T~:i~ 71Jl}c 

'77*}~~fL~. ~lil}(]I~, ;~rrL;~'fLI'l=~:~~~~~~~~~~+j~i 

~+ I A~O~~*~> fLC v~ ~ ~:(7)7~~-~~~:I~fi~l'lJ~: ~ 

~~~-"~'-~~;~~:~~~:~C, f~i~~}~f~~~~fL~. I~lJ~:~)f~~ 

~~l~ I ili~', f~"･~it~ rii~~:J ~*~I*~'~~lj~'l'~:~:i~ 

f~r~. I)11C'I~, ~:~>~~ll･C~ft~u~~~*~~r~~~~ti~ 

~>, 8 ~ ~~UI~~i~i~:~~~)i~t*-~~l)I~i~LflL+~*~ LC~7 

~~**10~li~, V~f~~T~ ･ ~~l~~T~:~)~i~J'i~f~i:f~~t 

~~~~(7)'7:*7;~l~71~t ~~~~~)IJll~, 10-30fEi~:'t~ 

~~~fLCv~~ ~S~~;TCl~7~~r+'~(7)~~H~~ ~i~:~~ 

f~?'"+.C, ~'*t~i~~,~,".~<} IF~Ti 1lil~'7J*;nTL ;~~)P~l 

~*;~~*'"~}C i~ 2 Iil~+~~;~~~> ~ P~~~~iC r~]~> ･ Cr~~~*- C 

v･~. 3lili~ 2JJ_1:~)~i~~~f~~i~4~L,-*i~*LCv~~. 4lil 

l~, J~~* ~ ~J~~~~*"~~)ii7Ti~z~?(7)i-~l~,..~i~~'~~x'+'~~~1~~*'~~ 

LC'77*;~lLCv'~. ~:~:!~*~T~'l~~-Ht~ I+~~:~~~ 

[+~ll.__,rt~)~~i l~ 7*~~r'*~"f,'.~,~i~I~1~:u~Lfi~iC2 ･ 3 ･ 51Jl 

~ ~==~~~}t~fL ~77/~~~ ,.~~f(7)~-Hf~ ~~~:*~l~?'"+ 

- 129 -



いと県道付近の家が6班を構成している。県道よ

り内陸部には，1班と4班が設けられている。ま

た，東松下の南部の土合ヶ原団地と接する部分に

は7班が設けられている。しかし，西松下の2班

や東松下の3班のように，他の班の中に孤立して

いる家を含む班もある。これらの家は，最近の分

家であり，本家と同じ班に所属しているのである。

したがって，班は完全に地縁的な組織ではなく，

部分的には血縁的な要素を含み，分家の増加にと

もない，その境界が暖昧になる傾向にある。

　班の申には，さらに3～ユ1戸の家から成る複数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　くみあいの集団がある。この集団は，西松下では小組合，

東松下では隣組と呼ばれ，その代表者は「五長J

と呼ばれる36）。五長は，班長を1年交替の輪番制で

務6る。小組合または隣組は，葬儀の際の相互扶

助組織として機能している。西松下の場合，葬儀

があると，班内の小組含からは2人，他の班の小

組合からは1人が手伝いにくる。タバコ栽培が盛

んだった1950年代から1960年代にかけてはタバコ

乾燥小屋を共同で所有し，乾燥作業を共同で行な

っていた小組合や隣組もあった（m一ユーb参照）。

また，1965年頃までは冠婚葬祭の際の相互扶助的

活動が多く見られたが，現在の主な活動は葬儀の

場合に限られる。

　自治組織のまとまりは，区では地縁的なまとま

りを基礎にしているが，班や小組合・隣組のレベ

ルでは，血縁的な要素が強くなってくる。また，

区は町の末端組織としての機能だけでなく，後述

するように祭礼の単位にもなっている。さらに，

班や小組合・隣組では，葬儀のような日常的なつき

あいにも重要な役割を果たしている。

　b、生産組織
　ユ955年頃まで，西松下に1か統，東松下には2

か統の共同地曳網があった。東松下の2か統の共

同地曳網は，それぞれ前組・後組と呼ばれていた。

それぞれの組を経営するために，ひと組当り約20

人の出資者が株組織を作っていた。地曳網漁に従

事していた人々は，矢田部本村からの入植者に加

えて千葉県などからの移住者が多かった。地曳網

漁は，松下地区の開拓当初から行われていたが，

ユ920年代に衰退した。しかし，1941年頃，肥料の

不足を補うために再開された。地曳網の漁獲や魚

の売却益は，出資者と網を引いた人々で4対6に分

配された。この地曳網は，化学肥料が普及しはじ

めた1950年頃から衰退し，1955年頃には消滅した。

また，1930年頃から1950年頃までは松下地区の海

岸では，碁石用ハマグリの採取が行なわれていた。

松下地区でハマグリを採取していた7・8人の人

々は，他の地区の同業者とともに鹿島碁貝共同組

合を結成していた。

　現在の松下地区における農業生産組織のうち重

要なものとしては，波崎町農業協同組合の下部組

織である，青販部会の西松下支部と東松下支部が

ある37）。西松下支部は1963年に、東松下支部は1967

年に結成された。西松下支部には10戸，東松下支

部には20戸の農家が加入している。これらの農家

はいずれもピーマンを中心とした施設園芸を行っ

ておつ，ピーマンは須田地区にある波崎町農協の

共撰場へ集荷される。共撰場に集荷すると包装手

数料や取扱手数料をとられ，さらに規格に合わず，

出荷できないピーマンが出る。松下地区の施設園

芸農家76戸のうち，青販部会に加入している農家

は39，5％にすぎない。青販部会に加入していない

施設園芸農家は，自家包装を行ない，単独で出荷

を行なっている場合が多い。ただしサー部の農家

は任意組合を結成し，共同で出荷している。任意

組合のひとつの東松下出荷組合には，20戸の施設

園芸農家が加入している。この組合では，東松下

地区内にピーマンの集荷場を設け，加入している

農家はここにピーマンを集荷しておく。集荷され

たピーマンは運送業者が東京の市場に出荷する。

　青販部会ではピーマンの品種・肥料・薬剤の試

験を行ない，生産技術の向上を図っている。青販

部会の西松下支部と東松下支部は，それぞれ月に

1回ピーマンの市況を検討する定例会を開いてい

る。また，ピーマン生産の上で問題が生じた場含

は，臨時の会合を開く。さらに支部単位で，年に

1回比較的時問に余裕のある秋に視察旅行にゆく。

旅行先は岩手県や愛知県などの施設園芸産地である。

旅行資金には，支部活動資金として青販部会から
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提供される資金が充てられる。これは支部の総売

上のO．3％にあたる。この旅行は，日常ピーマンの

生産で多忙をきわめ，まとまった余暇時間のとれ

ないピーマン生産者にとっては，格好の休養とな

る。

　また，農協の下部組織としては，メロン部会の

松下支部があり，10人が加入している。加入者は，

いずれも青販部会にも加入している。また，タバ

コ耕作農家は，麻生タバコ耕作組合に加入し，日

本たばこ産業株式会社との栽培契約を結んでいる。

　このように，青販部会とその支部は，ピーマン

の生産。販売組織として機能しているばかつでは

なく，余暇機能も持ち，青販部会に加入している

施設園芸農家を強く結束させる役割を果たしてい

る。また，ピーマン以外の作物についても生産組

織が存在する。

　C、同族組織
　波崎町には，「伸問」と呼ばれる同族組織が存在

する38）。松下地区においても，現在でも機能して

いる仲間が存在している。第11図に，松下地区の

五つの仲間の事例を示した。仲間に加入している

家は，県道沿いに集中していることがわかる。仲

間に加入している家は，開拓初期の入植者に限ら

れており，その後の分家は仲間に加入していない。

松下地区は集落申央部と海岸部から開拓が始まり，

内陸部の開発は遅れた（I－1一。参照）。海岸部

の家の多くは，千葉県をはじめとする他の地域か

らの移住者である。したがって，仲間に加入して

いる家は，県道沿いに集中するようになった。

　松下地区の仲間の本家は，いずれも矢田部本村

にあり，大本家と呼ばれている。矢田部本村に大

本家を持つ分家は，矢田部本村，松下，十町歩お

よび川尻に分布する。これは，矢田部本村の農家

の二・三男が，入百姓として海岸部の砂丘地帯に

入植した名残である。

　松下地区における仲間の機能は，主に冠婚葬祭

の際のつきあいに隈られることが多い。大本家で

の結婚式，七五三，祭礼の際には，仲間の世帯主

が招待される。特に葬儀の場合には，運営を仲間

で手伝う。仲問のつきあいの程度は，仲間によっ

⑱長谷111仲間1

◎長谷111仲削1

念原仲間

鰯安藤仲剛
回安藤仲削i

0　　　　　　　　　　　　111nl

第11図　松下地区における仲間の分布の事例

　　　　（1987年5月の聞き取りによる）

て差がある。安藤与惣右衛門伸問では，矢田部本

村と松下地区の料理屋で，矢田部本村の伸間と松下

の伸間で1年交替で，1月の第2日曜日に新年会

を催す。また，原勘左衛門伸間では，毎年11月に

旅行に行く。一方，安藤兵吉仲間では，冠婚葬祭

の時以外特別な行事は行なわない。舎利地区の例

では，仲間同士の結束は非常に強力で，冠婚葬祭

などの儀礼的なつきあいのみならず，労働力の交

換などが行われているが，松下地区の伸間同士の

まとまりは，他の集落の仲間や，松下地区の他の

生活組織に比べて弱かった39）。

　このように，松下地区における同族組織には，

集落のすべての家が加わっているのではなく，矢

田部本村に大本家を持つ家のみがそれぞれの大本

家を核として組織されている。

　d、信仰組織
　かつて，松下地区の祭礼は，庚申講と呼ばれる

氏子組織を単位として行われていた。庚申講では，
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第12図　東松下における庚申講の構成員の分布

　　　　（1987年5月の聞き取｝）による）

現在でも1月と9月に祭礼とは別の祭神を祭る神

事を行なっている。庚申講を単位に祭礼を行なっ

ていたのは，西松下では1955年頃まで，東松下で

は1986年までであった。西松下には，現在の1班

に含まれる家が構成していたものと，2班と3班

に含まれる家が構成していたものの二つの庚申講

がある。西松下では，海岸部の家の入植が遅れ，

現在の1班にあたる家では，多くの人々を祭礼の

日に招待する経済的余裕がなかったため，別の庚

申講を組織したという。一方東松下には，東組。

仲組・西組の，三つの庚申講が存在し，合わせて

三庚申と呼ばれている。仲組を組織している家は，

千葉県をはじめとする他の地域からの移住者が多

いという。これらの庚申講のうち，東松下の仲組

のみがロラン局付近にあった恵比寿宮をユO月下旬

に祭り，他の庚申講は，西松下と十町歩の境にあ

る稲荷神杜を2月下旬に祭っていた。祭礼の際に

は，庚申講の構成員が，御神体（大神宮）を祭る

とう　け

当家と呼ばれる当番の家に集ま十），祝詞をあげた。

当家は，1年交替の輪番制であり，その順番は庚

申講に加入した順番であった。祝詞をあげた後，

それぞれの庚串講ごとに世帯主が参加して宴会が

行われた。それにかかる費用は，すべて当家の負

担であった。

　第12図は東松下のそれぞれの庚申講を構成して

いた家の分布を示したものである。東組は東松下

の南部，西組は北部に，海岸から内陸に向かって

帯状に分布し，仲組はその中問部に，海岸部と内

陸部に分かれて分布している。仲組のうち，海岸

部の家は，主にかつて地曳網を行なっていた家で，

内陸部の家はそれらの分家である。また，庚申講

に加入していない家は，ユ960年頃以降に分家また

は転入した家である。これらの家は祭礼にも参加

できなかった。

　西松下ではユ955年頃から，東松下ではユ987年か

ら，区を単位として祭礼を行なうようになり，当

家での祝詞の後の宴会には，区の住民全員が参加

できるようになった。東松下では，これまで当家

が負担していた宴会の費用が会費制となり，宴会

の場所も，当家ではなく松下地区内の料理屋を借

りるようになった。会費は，1人当たり約5，OOO

円である。また，東松下では，1984年に結成され

た鳴物組合が，同じ年に購入した山車を引いて

東松下を練｝）歩くようになった。鳴物組合には祝

儀として2万円程度渡すことになっているが，こ

れは当家の負担である。

　祭礼が区を単位として行われるようになった理

由は，西松下と東松下では異なる。西松下では，

区全体の人々を招く経済的余裕が生じたためであ

る。一方，東松下では，鹿島開発以降，他の地区

からの転入者が増加したため，住民間の親睦を深

める機会を作るためである。

　松下地区には，この他さまざまな民間信仰組織

が存在する。民間信仰組織には，同行，講，代参

がある。同行は，同年代の夫婦がユO組程度で組織

するものである。同行を結成するのは，子供が成

長してしまった40～50歳頃の人々である。同行の本

来の目的は，旅費を積み立て，正月や盆に高野山
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や伊勢神宮などへ参拝にゆくことであった。しか

し，最近では観光旅行のための組織としての性格

が強まってきた。毎月の積み立て金額は，1人当

たり5，OOO円程度である。現在，同行による旅行は，

施設園芸の農閑期となるユ1月に行われることが多

い。この他，「同行付き合い」と呼ばれる会食を松

下地区内の料理屋で，1人当たり約5，OOO円の会費で

正月と盆の2回催す。東松下の同行のひとつはユ969

年に2雀人で結成された。結成当初は，毎月ユ人5，OOO

円ずつ積み立てていたが現在では1万円になって

いる。結成以後，ほぼ毎年，ユ1月に旅行に行って

いる。最初は関西地方の寺杜へ参拝に行った。こ

れは，同行が持っていた信仰組織としての性格

の名残であり，どの同行も最初は関西地方に行く

という。その後，九州や台湾にも行った。旅行の

日数は，ユO日以上の年もあったが，最近は構成員

の日程の調整がつかず，3～5日に短縮されてい

る。この他，前述の同行付き合いも年2回行なう。

　同行の構成員の分布をみると，班や仲間などの

組織に関係なく，西松下。東松下それぞれに広く

分布していることがわかる（第13図）。同行は，’同

年代の夫婦の集まりで，他の組織め影響を受けな

いためと考えられる。

　講は女性だけの組織で，西松下と東松下のそれぞ

れに子安講，六夜講，太子講および念仏講の四つがあ

る。それぞれの講では，寺杜に参拝にゆくほか，

毎月会食を行なう。35歳ぐらいまでの既婚の女性

が作っている子安講は，1月と5月と9月に舎利

または銚子の子安観音に安産を祈願するために参

拝する40）。子供が成長し，育児から解放された婦

人は六夜講に加わる。45～50歳になった婦人はさ

らに太子講にうつり，4月7～10日に矢田部本村

の正福寺の聖徳太子像に参拝する二65歳以上にな

ると，念仏講に移り，それぞれの地区に葬儀があ

ると，招かれて読経し，1万円程度のお布施をも

らう。

　講組織は，本来信仰を目的とした組織であった

が，現在は毎月1回の会食が，活動の中心となっ

ている。ユ975年頃まではそれぞれの家が輪番制で

会場を引き受け，会食を行なっていたが，現在で
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第13図　同行の構成員の分布の事例

　　　　（ヱ987年5月の聞き取りによる）

は松下地区内の料理屋や公民蝉（公会堂）で行なう。

ユ960年代に施設園芸が導入されて以来，ピーマン

の収穫期には夜間でも選別や袋詰めの作業がある

ため，いずれの講でも構成員が集まりにくくなっ

てきた。また，日常の食生活が豊かになってきた

ため，ご馳走を食べるという，会食の楽しみも薄

れてきた。その結果，講の活動は不活発になって

きている。この傾向は若い女性の講ほど著しくみ

られる。

　代参は1月7日に鹿島神宮に参拝するための組

織である。6戸ほどで組織され，その申から2人

の世帯主が抽選で選ばれる。選ばれた2人は，他

の参拝者と一緒に参拝にゆく。1955年頃まで，代参

は盛んに行われていたが，その後衰退し，現在で

はわずかに老人を中心に行われているにすぎない。

　松下地区にはさまざまな信仰組織が存在してい

る。これらの信仰組織は，余暇組織としての性格

が強く，会食や旅行を通じて住民を結び付けてい
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る。信仰組織の申でも，祭礼のように，庚申講と

いう集団から，区を単位とした行事に拡大された

ものがある一方ラ講や代参のように活動が停滞ま

たは衰退しつつある組織もある。

　e、その他の組織
　松下地区で機能しているその他の組織としてぽ，

老人クラブと消防団があげられる。このうち最も

活発な活動を行なっているのが老人クラブである。

老人クラブは，西松下・東松下それぞれにあり，

1965年に町からの働きかけで結成されたものであ

る4玉）。会員数は，西松下56人，東松下102人で，松

下地区の60歳以上の住民全員が入会している。主

な活動は，クロッケーと呼ばれる競技で，西松下

では週3回，東松下では毎日，それぞれの地区内

にあるクロッケー場で練習する。クロッケー場

は，松下地区内の農家の土地を借りて作られた。

また，春と秋には波崎町全体のクロッケーの大

会があり，他の老人クラブと試合を行なう。こ

の点，信仰組織や同族組織とは異なり，老人クラ

ブは他の集落の組織ともつながりを持っている。

そのほか活動としては1月の新年会，雀月の総会，

宿泊旅行およびヨ帰つ旅行がある。東松下の老人ク

ラブでは，ユ987年に，日光へ宿泊旅行にゆき，日

帰り旅行としては東京の動物園と佐原市に行った42）。

　老人クラブは町の援助を受け，非常に活発に活

動している。1日を単位とした活動は松下地区内

に限定されているが，他の生活組織と比較してそ

の頻度は極めて高い。また，1年を単位とした活

動は行動範囲が広く，クロッケーを通じて他の老

人クラブとの接触もある。同行や講のような従来

の生活組織が果たしてきた余暇機能に，老人クラ

ブの活動が加わったことにより，近年における老

人の余暇活動は活発化したといえる。

　松下地区の消防団は，波崎町消防団第4分団に

属している。分団はさらに部に細分され，西松下

の消防団は第3部，東松下は第2部を構成してい
」る43）。消防団は第二次世界大戦前の警防団が起源で

ある。1948年に警防団は，矢田部消防団となり，

1955年に波崎町消防団に編入された。さらに，1973

年に現在の組織に改組された。20～30歳代の若年層

が団員となり，その数は西松下で18人，東松下で19

人である。消防団員は不意の出動に備えるため，

在宅していることが多い農業従事者が多く，彼ら

は自己志願または区の推薦で入団する。鹿島開発

以前は，各家の二・三男が最低1人は消防団に入

っていたが，鹿島開発により，通勤者が増加した

ため，団員数は減少した。

　団員は，波崎町の非常勤公務員という身分であ

るが，1人当たり年間12，OOO円の手当てが支給さ

れるにすぎない。

　消防団は，火災や海難救助の際の出動以外に，

日常的な活動として月3回の放水試験とポンプ車

の手入れを行なう。また，区からの依頼で地区内

の側溝の清掃も行なう。地区の安全を守るという

・責任感があるため，このような活動に団員は積極

的に参加する。

　ユ970年頃まで，西松下・東松下それぞれに青年

団が存在した。青年団には中学校を卒業した長男

が入ることを義務付けられていた。青年団には，

団長，申老，世話人という役員が各！人ずつおか

れ，団長経験者は隠居と呼ばれていた。団員は、

いったん入団すると一魯、子が入団するまで青年団を

やめることはできなかった。すなわち，各家から

は，常に1人が青年団に入団していた。青年団の

役割は，葬儀や祭礼の運営を手伝うことであった。

祭礼の場含，青年団がその年の当家から，次の年

の当家へ御神体を送る役割を果たした。また，団

長の家で「つきあい」と称して月に1回宴会を行

なった。青年団も，消防団と同様，通勤者が増加

したため，活動が不活発になり，1970年頃解散し

た。

　このほか，矢田部地区を単位として婦人会があ

り，舞踊や料理の講習を行なっている。

　1V－2　農家の生活行動圏

　前節では，松下地区における生活組織の構成，

機能および構成貝の分布について，自治組織，生産

組織，同族組織，信仰組織およびその他の組織に

分類して述べた。本節では，生活組織の活動に関

連する，松下住民の生活行動圏について述べる。
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その際，住民の行動圏を行動目的から，労働圏，

買物圏，余暇圏および受療圏に分類して記述する。

　a、労　働　圏

　鹿島開発以前の松下地区における農家の生活行

動圏は，松下地区内部，とつわけ宅地と所有耕地

を結ぷ範囲内が中心であった。移動の手段として

は，徒歩または牛車が主に利用されていた。ユ960

年頃までは商品作物として甘藷が生産されており，

甘藷は松下区内に3か所あった澱粉工場へ出荷さ

れた。また，1955年頃までは，農外就業として，

松下地区内で地曳網漁や「ぜな」が行われていた。

1960年代に入り，タバコ栽培が普及するようにな

ると，タバコは屋敷地内にある乾燥小屋で乾燥さ

れた後，波崎町内の宝山地区にあった鹿島タバコ

耕作組合南部支所に出荷された。この頃，冬の農

閑期には地区内での労働はほとんどなく，東京・

川崎方面への建設業の出稼ぎにゆく者もあった。

　1960年代後半に施設園芸が松下地区に導入され

たことによ｝），生産性が低く，かつ宅地から遠く

通耕に不便な掘下田の一部が放棄され，宅地の周

辺の耕地が集約的に利用されるようになった。一

方，鹿島開発以降，鹿島臨海工業地帯での就業機

会が増加し，松下地区からの通勤者も増加した。

第9図に示された通り，松下地区の通勤者の約半

数は鹿島臨海工業地帯への通勤者である。これは、

多くの農業労働力が鹿島臨海工業地帯の職場に吸

収されたことを意味する。宅地から遠くの掘下田

が放棄された理由として，農業労働力の減少もあ

げることができょう。

　また，ユ966年にはわずか81台だった波崎町内の

乗用車の台数は，1985年には9，014台に増加した44）。

乗用車の普及は住民の移動を容易にし，約10km離

れた鹿島臨海工業地帯への通勤を可能にした。

　b、翼　物　圏

　松下地区の住民の日用品の購入先は，ユ960年代

後半までは松下地区内の県道沿いの商店に限定さ

れていた。鮮魚・干物に関しては，行商人が銚子

から自転車で訪れた。しかし，現金収入が少なく，

毎日買物をするだけの経済的余裕がなかったため，

一般の農家の買物の頻度は，5～10日に1度の割

合であった。ユ960年代後半以降，自動車の普及に

ともない，日用品の買物圏は拡大した。日用品の

購入先として，土含ヶ原団地および波崎市街地の

国道124号沿線のスーパーマーケットが，松下地区

内の商店に加わった。このことによって，住民は

購入にあたって，よつ広い購入先の選択の幅を得

た。買物の頻度も増加し、ほぽ毎日買物にゆくよ

うになった。交通手段として，松下地区の商店の

場合は徒歩または自転車，松下地区内外のスーパ

ーマーケットの場含は自動車が主に利用される。

　一方，買回品の買物圏も拡大した。1960年頃ま

では，矢田部本村と銚子を結ぷ舟があり，これに

乗って買物にゆくか，この舟を利用した便利屋に

依頼して品物を買ってきてもらった。銚子まで出

かけるのは，正月，盆，節句の前，および農休日

であった。農休日とは，慣習的に決められた農作

業を行なってはならない日のことで，4月の上旬

の種まき休み，5月中旬のソウレ（田植えの祝日），

10月10日の鍬を使えない日などがあった。また，

子安講で銚子の観音に参拝した帰りに買物をする

場合もあった。銚子での買物は，単に生活に必要

な物資を購入するという目的にとどまらず，休養

や余暇を兼ね，住民はこれを楽しみにしていた。

交通手段は，舟が主であったが，玉953年に，松下

地区を通る県遭に鹿島町と波崎市街地を結ぷバス

が開通し，それ以降、バスが主な交通手段となっ

た。自動車が普及しはじめた1960年代後半から，

買回品の買物圏も拡大してきた。現在では買回品

の購入先は銚子のみならず，波崎市街地・神栖・

佐原にまで及ぷ。買物圏の拡大とともに，購入先

の選択範囲が広がり，かつ購入頻度がふえたこと

は，日用品の買物圏の場合と同じである。

　C、余　暇　圏

　松下地区の住民の従来の余暇行動は，講での会

食や祭礼のように，松下地区内を行動圏とするも

のが主で，松下地区外にその範囲が及ぷものは同

行や代参に限られていた。また，これらの余暇行

動は，月から年レベルの行動で、頻度は低かった。

　しかし1960年代後半以降，鹿島開発が始まり，

施設園芸が導入され，生活水準が上昇したため，
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余暇活動を頻繁に行なう経済的余裕が増した。特

に，生産活動から退いた老人には多くの時間的余

裕が生じ，余暇活動が彼らの行動の主要な部分を

占めるにいたった。前述のように波崎町はクロッ

ケーが盛んで，老人はクロッケー場で連日練習し

ている。この他，老人の余暇活動には，従来から

の同行での旅行に老人クラブでの旅行が加わり，

その範囲が拡大すると同時に，頻度も増加した。

　一方，生産活動の主体となっている若・中年層，

特に施設園芸農家の中心的担い手にとっては，余

暇活動に充てられる時間が増加したとは言えず，

むしろ減少している。施設園芸が導入される以前

は，冬の農閑期にまとまった余暇時間をとること

ができ，同行で旅行することもできた。また，農

繁期であっても，すでに述べたように農休日が慣

習的に決められており，休養を兼ねて銚子へ買物

へゆくこともできた。しかし，施設園芸の普及に

よって年間を通じて農作業ができるようになった

結果，そのような時間的余裕はなく，共撰場が休

業する土曜日，および収穫作業量が比較的少なく

なる11月が辛うじて余暇時問として充てられるの

みである。また，夜間もピーマンの選別や袋詰め

の作業を行なうようになり，かつては盛んに行

なわれていた講組織での会食も施設園芸農家の担

い手，とりわけ若い年代の婦人にとっては，参加

が困難になってきている。現在の若・中年層の余

暇活動は，農協の青販部会の研修旅行や区での宴

会など，組織を通じて行われるものに限定されて

いる。彼らの余暇活動は，老人達のそれに比べて

頻度が低い。

　以上のように，松下地区の住民の余暇圏は全体

としては拡大しているものの，それは時間に余裕

のある老人の余暇活動の活発化に負うところが大

きい。また，クロッケーの普及により，老人の余

在活動は，月・年レベルから日レベルの行動へと

頻度が高くなった。若・中年層の場含は，余暇圏

こそ拡大したものの，農作業によって大きな時間

的制約を受けているため，余暇活動の頻度は高く

なっているとはいえない。また，年齢にかかわら

ず，個人的な余暇活動はあまり見られず，生活組

織を単位として余暇活動がなされている点が注目

される。

　d、受　療　圏

　ユ960年代までの松下地区の住民は，風邪などの

軽い病気の治療には矢由部本村の医院へ行った。

入院・手術を要する病気の治療の場合には，波崎

市街地および銚子の病院を利用した。現在では，

矢田部本村の医院でも手術ができるようになり，

かつ土合ヶ原団地や波崎市街地に総含病院ができ

たため，ほとんどの病気の治療は波崎町内で行わ

れる。このようビ，松下地区の住民の受療圏は，

鹿島開発以峰の都市化にともなう地元の医療施設

の増加によ一）波崎町内で完結するようになり，む

しろ縮ノ』・してきたといえよう。

　1V－3　生活行動の事例

　前節までは，松下地区における生活組織とそれ

に関連する生活行動圏について述べてきた。しか

し，生活行動は，それぞれの個人および世帯が持

っている社会的・経済的な属性によって異なるも

のと考えられる。また，それぞれの行動は単発的

に生じるばかりでなく，時間の経過の中で，いく

つかの行動が連続して生じることもある。このこ

とを説明するために，本節では，施設園芸農家と

タバコ栽培農家および水稲栽培農家の3戸の事例

を取り上げる。標準的な1日の家族の生活行動を示

すことによって，松下地区における現在の生活行

動を具体的に示すことにしよう。

　a、施設園芸農家

　ここで取り上げる農家は，nI－2－cで述べた

B農家である。家族構成は老夫婦（夫68歳，妻59

歳），長男夫婦（夫38歳，妻39歳）と長男夫婦の子

供2人の6人家族で，60aのビニールハウスと200

aの水田を経営する専業農家である。農業の主な

担い手は長男夫婦で，老夫婦は収穫と選別作業を

補助的に行なっている。以下では第14図をもとに，

老夫婦と長男夫婦の基本的な生活行動を記述する。

　老夫婦，長男夫婦とも7時30分頃から農作業に

従事する。老夫婦は自宅に隣接した大型ハウスに

徒歩で行き，ピーマンの収穫を行なう。一方，長
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第14図 B農家の家族の1日の生活行動
（ユ987年5月の聞き取十）による）

男は，ピーマンを須田の共撰場ヘトラックで出荷

した後，自宅から約1．5丑側離れた東松下のビニール

ハウスでピーマンの収穫・手入れを行なう。長男

の妻は，夫とは別に自動車でビニールハウスに行

き，ピーマンの収穫と手入れを行ない，11時頃に

土合ヶ原団地のスーパーマーケットに寄り，買物

を済ませ，家に帰って昼食の支度をする。午後は，

13時頃から作業を始める。老夫婦は宅地内のもと

のタバコ乾燥小屋でピーマンの選別作業を行ない，

長男夫婦はビニールハウスに戻つ収穫作業を続け

る。夕食の後，長男夫婦はピーマンの選別作業を

22時頃まで行なう。

　このように，老人夫婦の行動はほぽ自宅付近に，

長男の妻はほぽ松下地区内に限られている。それ

に対して，長男のみが松下地区外にまで及ぷ広い

行動圏を有している。一方，年レベルの行動につ

いてみると，青販部会の研修旅行や老人クラブの

旅行などがあり，行動圏は日レベルよ｝）も拡大す

る。
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　b、タバコ栽培農家

　D農家は，タバコ畑220aと水田40aを経営する

専業農家で，家族は世帯主夫婦（夫44歳，妻40歳）

叔父夫婦（夫56歳，妻63歳）と祖母（80歳），世帯

主の子供2人の7人家族である。D農家の生活行

動を年レベルで見ると，タバコの収穫。乾燥期と

それ以外の時期とに分けられる。ここでは，タバ

コの収穫・乾燥期の1日の生活行動を見る（第15

図）。

　世帯主夫婦と叔父夫婦の4人は，朝4時30分頃

にトラックで畑へ行き，8時頃までタバコの葉を

収穫する。世帯主の妻は，朝食の支度のため7時

30分頃に徒歩で帰る。畑に弁当を持って行って朝

食とすることもある。収穫は早朝に行われるので，

葉には朝露があるため，作業はカッパを着て行な

う。収穫した葉は，布にくるんで持ち帰る。10時

頃から，宅地内で，収穫してきた葉を乾燥機にい

れるためにバインダーにはさみ込む作業を行なう。

バインダーがなかった時代には，縄のより目の間

に葉をはさんでいた（葉あみ）ため，この作業が
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深夜まで続くこともあった。乾燥作業については，

ユ975年頃まで使用されていた旧式の乾燥小屋の場

含には，徹夜で火力の調節をしなければならなか

ったが，新しい型の乾燥機では，温度と湿度の調

節を自動的にできるので，乾燥機の中に葉を入れ

ると，その日の作業は終わりとなる。また，買物

は世帯主の妻の役割で，作業が終わった夕方にオ

ートバイまたは自動車で土合ヶ原団地のスーパー

マーケットに行く。

　D農家の生活行動圏は，世帯主の妻を除いて，

宅地と所有耕地の往復に終始している。また，各

家族が常に同じ作業をしている点が注目される。

これは，現在の乾燥機では，1度に50aに相当す

る2tの葉を乾燥できるため，効率よく乾燥機を

利用するには短時間で大量の葉を収穫しなければ

ならないからである。D農家ではこの乾燥機を5

台所有している。

　C、水稲耕作農家

　E農家は，世帯主夫婦（夫63歳，妻59歳）と長

男夫婦（夫35歳，妻31歳）および長男夫婦の子供

の5人家族である。耕地は，宅地の周辺にビニー

ル水田を55a所有している。世帯主と長男は大工

で，農業には従事していない。農業は世帯主の妻

1人が行なっているが，農作業を他の農家に委託

している。また，長男の妻は家事に専念している。

　第16図にE農家の1日の生活行動を示した。世

帯主と長男は，7時30分頃に家を出発しトラック

で現場へ向かう。通常，18時30分頃には帰宅する

が，日没の早い冬期には16時30分頃に帰宅する。

世帯主の妻は，毎日午前中に原付バイクで水田を

見回り，水管理と除草を行なう。長男の妻は，8

時20分頃に自動車で子供を土合ヶ原団地の幼稚園

に送り，13時30頃再び迎えにゆく。その帰りに，

土含ヶ原団地のスーパーマーケットによって買物

をし，ユ5時頃帰宅する。

　E農家の日レベルの生活行動圏は，波崎町内で

ほぽ完結する。このうち，世帯主と長男の行動圏

が最も広く，仕事の受注先により，波崎町全域に

わたる。しかし，彼らの行動は，自宅と現場を往

復する単純なものにすぎない。行動圏が最も狭い

のは，世帯主の妻で，日レベルの行動圏は，家と

所有耕地を結ぶ範囲に限られる。長男の妻の行動

圏は，前二者の中問的な広がりを持ち，隣接した

地区にまでおよぶ。しかも，子供の送一）迎えや買

物など，複数の目的を持った行動が継続する。家

族による行動圏およぴ行動の特性の相違は，各人

が担う役割の違いを反映したものと考えられる。

　松下地区の自治組織は，西松下・東松下の二つ

の区の下に，それぞれ班があり，班は小組合や隣

組に細分されている。区は班を通じて，町からの

連絡や住民の要望を双方に伝える役割を果たす。

また，小組合と隣組は冠婚葬祭の際の相互扶助的

な機能を持っている。生産組織としては，青販部

会の支部があり，施設園芸作物の出荷を行ない，

生産技術の向上の指導的な役割も果たしている。

一方，同族組織としては仲間があるが，組織の核

となる本家が，松下地区内に存在しないため，そ

の機能は儀礼的なつきあいにとどまっている。ま

た，信仰組織としては，庚申講，同行，講および代

参がある。かつて庚申講は祭礼を行なう単位となっ

ていたが，西松下では1955年頃，東松下では王987

年から，祭礼は区を単位として行なうようになっ

た。同行は，本来関西方面の寺社に参拝するため

の組織であったが，現在では旅行のための組織と

しての性格が強くなった。講と代参は，ユ960年代

以降衰退が著しい。さらに，1967年に結成された

老人クラブが盛んに活動している一方で，若・中

年層の組織である青年団は1970年頃に解散され，

消防団の団員も減少した。

　松下地区の住民の生活行動圏は，全体的には拡

大の傾向にある。鹿島開発による就業機会の増加

で，鹿島臨海工業地帯への通勤者が増加した。ま

た，自動車の普及および商業施設の立地の結果，

買物圏が拡大した。生活行動圏の中で最も顕著な

変化を示したのが余暇圏である。老人クラブを中

心とした老人の活動は極めて活発で，同行の旅行

を含めた余暇圏は拡大した。その反面，生産活動

に追われる若・中年層は，十分な余暇時間をと

ることができず，余暇圏は拡大したとはいえない。

生活行動圏が拡大している一方で，受療圏のみは
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第ユ6図 E農家の家族の1日の生活行動
（1987年5月の聞き取りによる）

都市化に伴う医療施設の充実により，縮小してい

るといえよう。

V　おわりに

　本稿では，波崎町松下地区の土地利用と生活形

態の特徴を明らかにすることを目的とし，土地利

用と景観，農業経営，および生活組織の三つの側

面から分析を行なった。

　波崎町中央部の太平洋岸に位置する松下地区は，

江戸末期に起源を持つ新田集落であり，そのこと

は，散村景観や規則的な地割からも知ることがで

きる。

　現在の農業的土地利用をみると，地面から1m

～2mも掘り下げて造成された掘下田と，主にピ

ーマンを栽培しているビニールハウスが卓越して

いる。ビニールハウスにはさまざまな種類がある

が，連棟の「パイプハウス」が最も多い。掘下田

は，開拓当時から，新期砂丘の後背地に集中して

造成された。現在，特に条件の悪い掘下田の中に

は放棄されているものもあるが，全体として揚水
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機などの灌概設備が整い，管理がゆきとどいてい

る。掘下田の周辺の土手には，風害や土手の崩壊

をふせぐために黒松が植えられ，独特の雰囲気を

醸し出している。一方，松下地区の周縁部では，

ビニール水田が多く分布している。多くの畑地に

は，ビニールハウスが建てられているが，なかで

も宅地の近くの畑のほとんどにビニールハウスが

作られている。その他の畑地では，千両やタバコ，

若松などが栽培されている。宅地に接して，ビニ

ールハウスを持ち，その周囲に掘下田を配置し，

さらに砂丘の後背地に掘下田，内陸部にビニール

水田や普通畑をもつのが，松下地区において標準

的な農家の土地所有パターンである。

　このような土地利用を行なっている松下地区の

集落景観をみると，黒松や広葉樹に囲まれた農家

が散在しており，その母屋は瓦葺きの寄棟型が多

い。屋敷地内の付属舎は，カマヤ，外風呂，外便

所，タバコ乾燥小屋などと多く，いわゆる多機能

分離型の家屋配置となっている。この付属舎の中

でも，タバコ乾燥小屋が集落景観の大きな構成要

素となっている。家屋景観には伝統的な要素も残

っているが，二階建の大きな作業舎が建てられた

り，かつて利用されたタバコ乾燥小屋が改造され

ピーマンの作業舎となったり，また多くの機能を

備えた母屋が新築されたりしていることから，近

年の変化は著しいといえる。

　開拓当初の松下地区では，地曳網漁が生活の基

盤であったが，明治末期からの地曳網漁の衰退と

ともに，生業の中心は農業へと移行した。掘下田

での稲作は生産性が低く，これのみでは生計が維

持できなかったため，早くから商品’作物が導入さ

れた。しかし，乏水性の砂質土壌が卓越する自然

条件に加えて，利根川や鹿島灘によって消費地か

ら隔絶されていたため，収益性の高い商品作物を

栽培することは困難で，甘藷と落花生が主な商品

作物とならざるをえなかった。さらに，自給用穀

物として麦類が栽培された。第二次世界大戦以後

においても，地曳網漁や「ぜな」などがなおも副

業としての地位を維持していた。松下地区の伝統

的な農業経営は，乏水性の砂質土壌と交通条件の

劣悪さに強く規制された。その後1960年代に，ビニ

ール水田が増加し，畑作では甘藷に代わって，比較

的収益性の高い黄色種の葉タバコと千両が導入さ

れた。1950年代末からの揚水機やビニール，化学

肥料や農薬などの農業資材の普及と栽培技術の向

上によって，砂丘地帯の厳しい自然条件のもとで

も，ビニール水田での稲作や葉タバコ，千両の栽

培が可能になった。また，新しい商品作物の導入

には，ユ962年の銚子大橋の開通で交通条件が改善

され，輸送経路が確立されたことも大きく作用した。

　1960年代末期からの鹿島開発による就業機会の

増加は，松下地区の農家の脱農化・兼業化を進め

た。その結果，基幹農業労働力は流出し，残され

た女子労働力でも収益が上がる農業経営が指向さ

れ，すでに若松地区などの先進地で栽培されてい

たピーマンの施設園芸栽培が導入された。ピーマ

ンの施設園芸は，多量の施肥と灌水が必要である

ため，水はけのよい砂質土壌に適していた。これ

まで，農業経営に不利だった自然条件が，施設園

芸の導入により有利に作用するようになった。ま

た，鹿島開発を契機として交通条件が改善され，

東京大都市圏の市場とのつながりが強まったこと

も施設園芸農業の発展の基盤となった。鹿島臨海工

業地帯に多くの労働力が吸収された結果，松下地

区では通勤兼業農家が増加した。一方で施設園芸

を行なう専業農家も増加している。鹿島開発とい

う急激な工業化に対応して，松下地区では後継者

を中心に，通勤兼業化という農業の後退現象が進

行した一方，温暖で砂質土壌が卓越した自然条件

と，東京大都市圏外縁部という位置的特性を活か

して，施設園芸を中心とする農業の近代化も進展

した。

　松下地区の開拓当初の入植者は，矢田部本村の

二・三男と他の地域からの移住者であったため，

松下地区には同族組織の核となる強い力を持った

本家が存在しなかった。このような開拓の経緯も

あって，松下地区の同族組織の結束力は弱かった。

これに関連して，松下地区では一般に伝統的な慣

習や生活形態に固執する傾向が少なく，それがそれ

ぞれの農家による自由な作物の選択や，農外就業の
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導入の背景になっているように思われる。労働力の

交換や冠婚葬祭の際の相互扶助は，地縁的な結び

つきを基盤とした，班，小組合，隣組および青年

団に多く委ねられていた。同行，庚串講なども地

縁を基盤とした組織であった。これらの組織の運

営主体は，主に若・中年層であった。

　1960年代に施設園芸が導入され，年間を通じて

ピーマンが栽培されるようになると，それまで生

活組織を運営していた若・中年層は，これまで以

上に生産活動によって時間的に拘束されるように

なり，生活組織の活動に参加する余裕がなくなっ

てきた。この傾向は，青年団，消防団および講に顕

著に見られた。反面，生産の場を退き，余暇時間の

多い老人たちは，経済的に恵まれていることもあ

って，老人クラブの活動に積極的に参加するよう

になった。鹿島開発によって，土合ヶ原団地が造

成され，転入者が増加した東松下では，鹿島開発

以前からの住民との親睦を図る機会を作るために，

ユ986年までは三つの庚申講で別々に行なっていた

祭礼を，区で行なうようになった。

　松下地区の住民の生活行動圏は，1960年頃まで

は買回品の購入は旅行の場合を除いて，松下地区

内でほぽ完結していた。しかし，1960年代末期か

ら，鹿島臨海工業地帯への通勤者が増加し労働圏

は拡大した。これは，鹿島開発により就業機会が

増加したことと，1970年代から，自動車が普及し

はじめたことによる。また，地元の医療施設が整

備され，松下地区の住民の受療圏は縮小した。逆

に買物圏は波崎町内にとどまらず，周辺の市や町

にまで拡大した。また，住民が利用できる範囲内

で商業施設が増加し，購入先の選択の幅が広がっ

た。

　松下地区は，江戸時代末期に開拓された新田集

落であり，規則的な地割と散村的な集落景観がみ

られる。砂丘地帯に位置し，農業用水の取得が困

難であったため，入植の時期が遅れ，しかも当初

の主要な経済活動は海岸での地曳網漁であった。

しかし入植者らの米の生産に対する意欲は強く，

地下水面が比較的高いことを利用して掘下田を造

成した。掘下田は夏の早魅の被害を受けやすく，

さらに雨が続くと排水不良とな｝），生産性が低か

ったため，1haたらずの稲作だけでは生計を維持

することが困難であった。そのため，砂丘地帯に

おいても栽培の可能な甘藷および落花生などの商

品作物が栽培された。しかし，利根川によって消

費地と隔離され，交通条件が劣悪なため，収益性

の高い商品作物の栽培はできなかった。農業集落

として発展した昭和初期に至っても，米と商品作

物に加えて地曳網・ぜななどの副業からの収入が

必要であった。

　1960年代後期には，よリ生産性の高いビニール

水田での稲作が普及した。また，畑作においても，

収益性の高いタバコと千両が栽培されるようにな

った。これらの新しい商品作物の普及の背景には，

銚子大橋の開通による交通条件の改善がある。ま

た新田集落であるがために，同族組織のまとま｝）

がなく，農業経営や土地利用において，伝統的な

慣習や生活組織の拘束を受けることが少なかった。

そのため収益性の高い作物を自由に取り入れるこ

とができたとも考えられる。

　1960年代後半以降，鹿島臨海工業地帯に大量の

就業機会が生まれ，兼業化が進行した一方で，施

設園芸農家が増加した。その結果，松下地区には

さまざまな農業経営を持った農家が混在するよう

になった。ピーマンを中心とする施設園芸は，従

未農業にとっては不利だった自然条件を克服し，

有利なものに変えた。しかし，農業労働力の減少

と，施設園芸による一部の農地への労働力の大量

投入は，松下地区の荒地を増加させた。また，年

間を通じてピーマンが生産されるようになり，生

活組織の申核となる若・申年層の組織への参加が

困難になり，機能が低下した組織もある。さらに，

施設園芸および通勤兼業による所得水準の上昇と

自動車の普及が，老人の余暇圏をはじめとする生

活行動圏を拡大させた。

　このようなことから考えると，松下地区の土地

利用と生活形態を基本的に規定しているのは，乏

水性の砂丘地という自然条件であろう。農業技術

の発展。就業機会の増加・交通条件の改善といっ

たインパクトは，松下地区の住民の生活のさまざ
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まな面で不利に作用していた自然条件を克服し，

さらに有利に働くように変化させた。このように

して，自然条件を活かし，工業化社会に適応した

現在の生活形態が形成されたといえよう。

　本稿を作成するにあたり，筑波大学の臼ヨ林明先生からは有益なご助言を賜った。現地での土地利用調査に

際しては，筑波大学地球科学研究科の大学院生諸児のご助力をいただいた。現地での聞き取り調査および資

料収集に関しては，波崎町松下地区の方々の大変親切なご協力を得た。また製図の一部は，筑波大学の宮坂

和人氏にお願いした。この報告をとりまとめるにあたっては，昭和61・62年度文部省科学研究費補助金一般

研究（B）「わが国の農村地域における非農業化現象に関する動態的研究」（代表者：山本正三，課題番号6王45

0090）による研究費の一部を使用した。末筆ながら，以上記して感謝の意を表するものである。
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写真1　空中からみた松下地区の土地利用と景観（ユ963年）

　　　185ユ年（嘉永4）から開拓された松下地区では、家屋が散在し、土地の一筆の境界に

　　は黒松が枢えられている。ユ963年の時、点では農業的土地利用として、掘下田とタバコ畑

　　がほとんどを占めていた。掘下田は四反歩ヤマの区画の半分の大きさのものが列をなし

　　て並んでおり（写真北東部）、独特の景観を呈していた。またタバコ畑では、タバコが
　　畝に沿って整然と植えられていた。（国土地理院撮影、KT仙3C2－35による）
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写真2　空中からみた松下地区の土地利用と景観（！983年）

　　　ユ983年の時点では、伝統的な掘下田景観と，近代的なビニールハウスの景観が混在し

　　ている。ビニールハウスのなかでは，連棟型のパイプハウスが最も多い。また2棟連ね

　　たガラスハウスも小数ながらみられる。ビニールハウスは，宅地近くに立地するものが

　　多い。地割は，北刺則が四反歩ヤマ、南西側が五百坪ヤマで、両者は県遺より1本南西

　　側の道路ではっきり区分されている。（国土地理院撮影、KT8｝！X　C＆3！による）
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写真3 掘下田の景観（！987年5月撮影）

　掘下田は，地下水面までの距離の短い

低い場所を，1～2m程掘り下げて作ら
れた水田である。掘下日ヨの周囲には，防

風や土手の崩壊を防ぐため黒松が植えら

れている。土手と水田面の比高差が大き

くなっている。

写真4 ビニール水田の造成（1987年5月撮影）

　ビニール水田は，その土壌下45㎝にビ

ニールが敷かれている。ビニールの一端

は，コンクリートで固められ，ビニール

水田が完成する。ビニール水田は，掘下

田よりも収量が高い。

写真5 連棟型のビニールハウス（ヱ987年5月撮
影）

　ビニールハウスの多くは，宅地の近く

に立地しており，その中では写真のよう

な連棟の「パイプハウス」が多い。松下

地区ではビニールハウスにおいて，ピー

マンが中心として栽培されている。
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写真6 ピーマン栽培景観（ユ987年5月撮影）

大型のビニールハウスである「ガラス

ハウス」の中でのピーマン栽培景観であ

る。ガラスハウスでは冬季に加温が行わ

れている。ハウス内でピーマンはビニー

ルの紐で天井から誘引されている。

写真7 タバコ乾燥小屋とカマヤ（ユ987年5月撮
影）

　タバコ乾燥小屋は，大谷石で作られた

ものが多く，2～3mの高さのところか
ら庇が出されている。かつてはその庇の

下が作業場であった。右側はカマヤであ

り，現在も炊事場として利用されている。

写真8　事例農家Aの母屋（1987年5月撮影）

　　　瓦葺きで寄棟の屋根の母屋は，松下地
　　　区で典型的なものである。平入りの直屋

　　　で，6間取りとなっている。
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